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	 In	 the	 latter	 half	 of	 the	 17th	 century,	 floricultures	 as	 well	 as	 garden	 plants	
prospered	in	Edo	as	the	pleasure	of	urban	common	people.	Especially,	one	of	the	largest	
and	 most	 remarkable	 horticulture	 centers	 in	 the	 world	 was	 formed	 around	 Sugamo,	
Komagome	and	Somei	villages	 in	 the	northern	periphery	of	Edo.	Although	the	origin	of	
the	 center’s	 formation	 was	 based	 on	 the	 gardening	 of	 daimyos	 and	 noble	 families,	 a	
prominent	group	of	commercial	farmers	and	gardeners	became	floriculture	specialists	for	
Edo’s	 ordinary	 residents.	 Various	 kinds	 of	 horticulture	were	 developed	 such	 as	 garden	
plants,	bonsai	（dwarf	potted	tree）	and	cultivation	of	morning	glory	and	chrysanthemum.
	 The	 origin	 of	 chrysanthemum	 species	 is	 assumed	 to	 be	 in	 China,	 however,	 the	
significant	varieties	have	been	developed	in	Japan,	and	a	kind	of	chrysanthemum	culture	
flourished	 throughout	 the	 Edo	 period.	 Additionally,	 a	 series	 of	 cultivation	 technology,	
including	empirical	scientific	observations	and	chrysanthemum	works	and	figure	making	
were	 developed	 by	 the	 above	 mentioned	 entreprenant	 gardeners.	 Many	 practical	
guidebooks	and	manuals	on	floriculture,	including	Kadan-Chikinsho （花壇地錦抄），were	
published	 from	 the	 end	 of	 17th	 to	 19th	 century	 for	many	 varieties	 of	 chrysanthemum.	
The	 objective	 of	 this	 paper	 is	 to	 analyze	 the	 diffusing	 process	 of	 chrysanthemum	
cultivation	and	people’s	entertainment,	and	the	spatial	differentiation,	from	the	viewpoint	
of	 urban	 expansion	 process	 of	 Edo	（renamed	 Tokyo	 after	 1867）	 as	 well	 as	 farmer’s	
commercial	behavior,	by	reinterpreting	historical	documents	and	old	local	area	maps.
	 After	 Japan	 opened	 its	 country	 in	 1858,	 some	 European	 “plant	 hunters”	
accompanied	 by	 official	 personnel	 started	 collecting	 plant	 seeds,	 nurseries	 of	 rare	 and	
beautiful	flowers	or	 trees	such	as	azalea	 in	Japan.	Their	aim	was	 to	bring	 them	back	to	
their	sponsor’s	countries	safely	to	transplant.	Their	method	of	collecting	growing	plants	
was	 to	 buy	 them	 from	 gardeners	 or	 farmers	 around	 Edo/Tokyo	 or	 Yokohama,	 where	 a	
foreign	 settlement	was	 located,	 rather	 than	 to	explore	wild	 species	by	 themselves.	The	
main	 reason	 of	 this	 was	 that	 all	 foreigners	 were	 strictly	 restricted	 to	 travel	 around	 in	
Japan.	Robert	Fortune	（1812-1880）,	 a	 renowned	English	plant	hunter	who	had	mainly	
travelled	 inland	China	 in	 search	 for	 useful	 plants	 like	 tea	 or	 rare	 and	 beautiful	 flowers	
which	fit	in	cool	climate	of	the	UK,	was	a	good	example.	The	author	also	focuses	on	the	
network	among	plant	hunters,	gardeners	and	suburban	farmers	around	Tokyo.
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1 ．グローバルな花き園芸文化
（ 1）園芸の普遍性と特殊性
　園という漢字は，塀・垣で囲まれた一定区画を指す会意形声文字である。袁や遠と同声で，『字通』1）
によれば，袁は死者の衣襟に玉を加えてその遠行を送ることとある。園廟・園稜など墓域に関する語が
多いことから，墓の植栽や植樹に関係すると白川静は推定する。国字としての園は草木や野菜を植える
ための，宅地に付属した庭園である2）。英語での同義語であるgardenも，通常の畑とは異なる範疇で，肥
沃で集約的な，そのため結果として面積はあまり広くない空間で，主食となる穀物以外の特殊な作物，
すなわち，野菜・果樹・花きを栽培するという意味が内包されている。この 3 つの作物群は園芸作物と
総称される。生業としての園芸のほかに，「家庭園芸」に代表される，趣味・娯楽としての園芸という側
面が存在することは，他の作物にない特質といえよう。
　とりわけこのうちでも花きは，人間の生存には関わりがなく，鑑賞，癒し，装飾，宗教的目的などの
ため，その地域でかなりの程度の文化の発達がないと意識的に栽培されることはない。つまり，栽培さ
れた花きは普遍財ではなく，きわめて限定された特殊財，局限的存在である。成熟した高い生産力をも
った社会で，人々に経済的余裕が生まれたときにはじめて花き栽培は発達する。また，花き園芸には造
園技術に代表されるような高度かつ芸術的な技術・知識の体系が存在する。愛好家である栽培者が自ら
新品種・珍品を創り出すことを競う側面や，消費者が生産者に転換する場合もある。これらの目的をか
なえるため，いろいろな書物や印刷物が流布することも多い。園芸が文化に転化する瞬間である。
（ 2）世界の花き園芸センター
　グローバルなレベルで花き園芸みれば，花き栽培はごく限られた地域で発達した。すなわち世界の花
き栽培の一次センターは 2 つの地域でしか生まれなかった（図 1 ）。その一つが西アジア（メソポタミ
ア，アッシリア，バビロン）と地中海地域（エジプト・ローマ）で，あと一つが東アジアである。
　前者は紀元前2000年の文明の始まりとともにその片鱗が見られる。最盛期はサラセン朝時代で，イス
ラムの影響も大きい。その最後を飾るのは宿根草のチューリップである。オスマントルコが膨張ととも
にチューリップは西ヨーロッパに拡まり，オランダでは “チューリップ狂” 時代としてその球根が投機
の対象になった。その後，西欧諸国の新大陸への進出とともに，第二次花き園芸のセンターは面積も飛
躍的に拡大する。
　これに対して，東アジアの第一次花き園芸センターは，成立こそ西アジア・地中海のセンターより千
年の遅れがあるが，中国が圧倒的な存在をもつ3）。この第一次花き園芸センターの太宗がボタン（牡丹）
とキク（菊）である。
	 1）	白川静『字通』平凡社，1996年，80頁。
	2）	白川静『新訂字統（普及版）』平凡社，2007年，400—401頁。
	 3）	中尾佐助『花の文化史』，岩波書店，1986年，38—40頁。
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　隋・唐の時代が最初のピークで，ボタンとそれに類したシャクヤク4）（芍薬）を中心に展開した。唐代
にすでにボタンは多くの変種がつくりだされ，花色も白，淡紅，赤，紫，黄色など多彩で，重弁の品種
もあらわれた。現在の日本のボタン品種のほとんどはこの時期に中国から移入されたものである。
　東洋の花き園芸センターの次のピークは宋代である。その主役はキクで，南宋時代に爆発的に発展し
た。ただしキクには野生種が現存せず，中国で1500年ほど前にチョウセンノジギク（Chrysanthemum  
zawadskii var. latilobum）とハイシマカンギク（Chrysanthemum indicum var. procumbens）を親に
交雑によって生まれたとされる。チョウセンノジギクの花は白色で，中国北部に自生し，染色体は18，
ハイシマカンギクの花は黄色で，中国中南部に自生し，染色体数は36で倍の数となる。この 2 種の野生
菊が自然交雑して，染色体数が54から63に倍加して，新種に進化したのが現在のキク（Chrysanthemum 
morifolium）とされる。育種学的には染色体倍加によって花の新種ができることはきわめて珍しく，そ
の意味からも，花き改良史のなかでの画期的な出来事とされる5）。
　植物形態からに見ると，第一期が木本，花木が中心であるのに対して，第二期のピークには草本の宿
根草であるキクが中心となる。花木の場合，邸宅の庭園にしても，山に植栽する場合でも広大な面積を
	 4）	中尾によれば，シャクヤクの起源地は中国文明の中心である黄土高原・台地であり，当初は薬用の花が鑑賞された
という。周代（前10年～紀元前 6世紀）の『詩経』のなかにも現れる。いっぽう，ボタンは遠く離れた西南山地が
中心であるため，シャクヤクにくらべると中国の漢民族居住域への登場は約700年遅れる。
	5）	前掲 3，42—44頁。
図 1　花き園芸文化の世界の二大センター
（中尾佐助『花の文化史』，岩波書店，1986年）
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必要とする。木本を小さな場所に配置しようとすると，盆栽の世界になってくる。花木が支配者・上流
階級のためのもので長年の管理を必要としたのに対して，草本類は狭い面積でも栽培が可能でかつ切り
花として室内の装飾にも利用でき， 1 年を 1 タームとして生産可能な庶民の花である。中国では園芸品
種として発達した草本の花は，木本の花よりも数のうえではかなり少ない。
　この花き園芸栽培で草本という特色をもつことは，栽培者が木本類に比べて狭い面積の場所でも栽培
が可能なことを意味する。また草丈が短いため，鉢植えなどにすることも容易である6）。
　この中国の花き第一次センターから花が移出され，独自の発達を遂げた第二次センターが日本である。
鎌倉幕府の成立によって東国の政治文化の中心が京都から東進した。サクラの類では現在の大勢を占め
るサトザクラの系統が鎌倉など太平洋岸で発達した。室町時代以降では，京都や堺で茶の湯や華道の発
達や，南宋画・花鳥画など中国絵画の影響も花き栽培隆盛の背景となろう。ツバキ・サクラという木本
の改良が進んだのがこの時期で，中尾は「室町ルネッサンス」としてこの時代を重視する。
　ところで，「花見」をする慣習は日本独自のもので，諸外国にはない7）。そのルーツは奈良時代に貴族
が中国から伝来したばかりの梅の鑑賞にあったとされるが，平安期以降は桜が中心となる。和歌を詠む
など限られた人々の風流から，江戸時代には大衆化し，満開の桜の樹下での宴会と化していった。
　キクは万葉集にもその記載がなく，奈良時代に中国から日本入ってきた外来植物である8）。「菊合わせ」
のような宮廷文化にも影響を及ぼした。秋の 9 月 9 日の「重陽の儀」における菊酒や，菊
きせわた
被綿と呼んで
真綿を菊にかぶせて香りや露を移す優雅な宮廷行事が発達した。キクは天皇家・皇室の紋章として，「十
六八重表菊」が鎌倉時代にすでに用いられているが，正式の採用は明治元（1868）年である。徳川幕府
の葵紋章の使用が制限されたのに対し，江戸時代にはむしろ菊紋は和菓子や仏具の意匠などに自由に用
いられている。小菊は仏供花としての用途のほか，大量のキクを集めて事物や人物を題材とした菊細工
や，その発展形である菊人形のような見世物9）まで江戸期には生まれるなど，キクは大衆化・庶民文化
	 6）	中国で発祥して日本やベトナムに広まった盆栽は，木本という本来は大振りな植物を矮小栽培して，鉢の中でひと
つの小宇宙をかたちづくるものである。
	7）	白幡洋三郎「世界に花見はあるか―逆欠如のなかの日本文化―」（園田英弘編著『逆欠如の日本生活文化―日
本にあるものは世界にあるか―』，思文閣出版，2005年，382-394頁。	白幡は花見のルーツを中国宮廷での梅花の
宴に求め，日本の宮廷に伝えられて変形したものとする。そこに農民が春先に飲食を携えて近くの山に登り，共食
し一日を過ごす「山入り」「春山行き」などの農民文化の結合があった。群衆，群桜，飲食の 3要素が近世庶民の花
見のルーツとするのは，けだし卓見である（白幡洋三郎『庭園の美・造園の心―ヨーロッパと日本―』，NHKラ
イブライリー，2000年，123頁）。	
	 8）	青木宏一郎『江戸のガーデニング』，平凡社，1999年，50—62頁。
	 9）	江戸時代の見世物とは寺社の門前と開帳が強く結びついており，「信心と遊楽」が一体となった場所で行われた。開
帳も興業も開催期間が50～60日であることはその証左にもなる。大当たりをとれば江戸人口の 3分の 1がその見物
するような興業まであった（川添裕『江戸の見世物』，岩波書店，213—219頁）。しかもその内容は，近代の見世物に
我々が連想する陰翳を含んだグロテスクな要素は少ない。近世後期の江戸における243の興業を，①細工（藁細工，
貝細工，瀬戸細工，人形，硝子細工，からくり，菊細工，生人形等）②曲芸・演芸（軽業，曲独
こま
楽，演舞等），③動
物（珍奇な舶来動物），④人間（熊女，蛇女，肉体奇芸等）の 4つに分類して分析した川添によると，細工は46％と
最大の比率を占め，曲芸・演芸（31％），動物（14％），人間（ 9％）を圧する。しかもその細工の 2つのピークが
天保期と幕末にかけてである（川添裕「見世物をどう理解するか」，藝能史研究，No.148，27頁—37頁，2000年）。そ
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の先兵という側面も有していた。ただし明治期以降天皇の神格化によって，菊の意匠の使用が厳しく制
限されることになったことは，近代の一つの悲劇であった。
（ 3）目的と章構成
　本稿はこの江戸時代から明治前期における日本の花き園芸文化に対して，文化交渉学的な考察を行う
ことを目的とする。モノの文化交渉学として，花を対象として前近代から近代における西洋と東洋の人
びととの東アジア域内での交流を，東洋の植物に即して考えてようとする試みの第 2 報にあたる。前稿10）
では，イギリスを中心とするプラントハンターの生態や行動やその成果について，東アジアへのまなざ
しを中心に考察した。その際に若干言及した江戸周辺の園芸文化を詳述し，その特質を抽出するのが本
稿の目的である。扱う時期は17世紀半ば以降19世紀末までとする。幕末・明治前期は花き園芸に関する
限り連続する側面が大きいゆえ，このような時期を設定した。
　この時期，人々は花を鑑賞するだけでなく，自ら栽培や改良，あるいは花木を個として観賞するのみ
ならず，集めて細工をする文化が，上は将軍・大名から，下は町人・農民まで広く普及した。花木の種
類や技術，多様な展開において，世界的に見ても本家の中国にもないような高度な花き園芸文化が集積
し，かつ庶民にまで普及したのが江戸とその周辺である。この様相を江戸の緑地空間の存在から探ろう
としたのが次章である。さらに，花き園芸の実用書の分析からどのような花が重視されたかを中心に検
討する（第 3 章）。次に，花き栽培者・改良家であり，かつきわめて商業的色彩の強い近郊農民などに出
自をもった植木職（植木屋・植木商）に焦点を当てる。江戸時代でも当初は花を愛でる消費者は中上層
の武士階級であった。彼らがどういう行動をとって園芸に関わっていったかを，大名庭園を舞台に繰り
広げられる消費者と花き生産者かつ造園家である植木職（植木屋）との人的関係を，個人の特異な日記
から予察的に分析する（第 4 章）。さらに花き園芸の大衆化とともに，いかに生産地が分化・拡散してい
ったかを，18～19世紀の江戸・東京の域内に限って考察する。つくる花から魅せる花へ，名所・遊興地
化への契機についても考察を加える。その際の鍵となる花がキクである（第 5 章）。
2 ．江戸・東京の土地利用と花き園芸の 2つの段階
（ 1）花き園芸の場としての大江戸の緑地空間
　私は江戸期と明治前期の江戸とその周辺の園芸を考察するに際して， 2 つの段階を区分して考えたい。
すなわち，元禄（1688～1704）を中心とした17～18世紀前半までの上層の人々が独占あるいは中心であ
った段階と，町人・職人・農民など庶民にまで普及した文化文政期以降の段階である。いずれの段階も，
の細工物の一つとして，菊細工や菊人形も位置づけられる。その性格を「どこにでもある日用品を素材に，伝奇的
な人物や鳥獣草木などをつくった細工見世物，素材と，素材の集合が表現する物ものと落差を楽しむ見世物であっ
た」（川添裕　前掲書，58頁）とする評価は，キクが庶民に浸透したごくありふれた植物であることと表裏一体であ
る。
10）	野間晴雄「東洋の植物を求めて―植物園・プラントハンター・園芸家の文化交渉学―」，東アジア文化交渉学研
究別冊第 4号，2009年，109—135頁。
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上方の貴族が中心の花き園芸文化と大きく性格を異にした，江戸とその周辺で隆盛した独自の花き文化
であることは共通する。しかも各地の大名庭園11）の発達に象徴されるような豊かな園芸文化の地方への
波及も特記される。その波及に関して，私は諸大名が参勤交代という世界にも類を見ない “移動装置” に
よって藩の城下町や藩領内への普及に寄与したことの意義を指摘しておきたい。しかもそのインキュベ
ター（孵化器）は江戸の地域構造のなかに埋め込まれていた。
　江戸の町が庭
ガーデンシティ
園都市といわれるほど緑が多かったことは，異邦人の目から数多く指摘されている。イ
ギリスの初代駐日総領事のオールコック（1809—1897）はかなり偏見した日本観を有していたが，それで
も「この首都には，ヨーロッパのいかなる首都も自慢できないようなすぐれた点がある。それは，ここ
が乗馬にとってひじょうに魅力的な土地だということである。その都心から出発するにしても，どの方
向に向かってすすんでも，木の生いしげった丘があり，常緑の植物や大きな木で縁取られたにこやかな
谷間や木陰の小道がある」12）として，雑音の少なさを田園の静けさに浸れることができると形容している。
　いっぽう，下町の庶民の観察から，お雇い米国人博物学者モースは，市中の人力車夫や工事人夫，見
世物師，大道芸人，魚・玩具・菓子の呼び売り人，働く男が発するさまざまな仕事の歌など，さまざま
なサウンドスケープに充ち満ちた維新期の東京を描く13）。いずれも真実である。人口過密な下町の喧噪，
人口が希少で緑多い山の手の隠
メタファー
喩なのだ。
　その緑の多さを数字で示してみよう（表 1 ）。
表 1　幕末における大江戸の地形別都市的土地利用
用 途 台　地 開析谷底 東部低地 計
江戸城 75 （2.2） 80.6 5 （0.4） 5.4 13 （0.4） 14.0 93 （1.2）
幕府用地 56 （1.6） 22.2 27 （2.0） 10.7 169 （5.4） 67.1 252 （3.2）
大名上屋敷 297 （8.6） 37.5 137 （10.3） 17.3 357 （11.4） 45.1 791 （10.0）
大名中屋敷 167 （4.9） 52.5 31 （2.3）  9.7 120 （3.8） 37.7 318 （4.0）
大名下屋敷 1063 （30.9） 54.5 342 （25.7） 17.8 512 （16.3） 26.7 1917 （24.2）
一般武家地 937 （27.2） 59.5 371 （28.0） 20.9 470 （15.0） 26.4 1778 （22.5）
町　屋 359 （10.4） 22.1 207 （15.6） 12.7 1060 （33.7） 65.2 1626 （20.6）
寺 440 （12.8） 42.7 191 （14.4） 18.6 398 （12.7） 38.7 1029 （13.0）
神　社 41 （1.2） 41.4 16 （1.2） 16.2 42 （1.3） 42.4 99 （1.3）
孔子廟 5 （0.1）100.0 0 （0.0）  0.0 0 （0.0） 0.0 5 （0.1）
合　計 3440 （99.9） 43.5 1327 （99.9） 16.8 3141 （100.0） 39.7 7908 （100.0）
構成比 43.5％ 16.8％ 39.7％ 100.0％
出典：正井泰夫『江戸・東京の地図と景観』，古今書院，2000年，所収の表1.1に筆者追記。
注：数字の単位は ha，（　　）は地形別の比率，斜体数字は用途別の比率で各々％で示す。太字は用途項目で最多の物
を示す。
11）	水戸の後楽園，岡山の後楽園，彦根の玄宮園，金沢の兼六園，名古屋の東山園，和歌山の養翠園，高松の栗林公園，
熊本の水前寺成趣園，広島の縮景園，鹿児島の仙巌園（磯庭園）などがこれにあたる。
12）	オールコック『大君の都（上）』，岩波書店，1969年，209頁（原著は1863年）。
13）	野間晴雄「E.S.モースが描く維新期の男と女の位相―博物学者のまなざしとスケッチから―」，関西大學文學論
集，第54巻 2 号，2004年，46—51頁。拙稿ではモースの人間描写を，スケッチ図の男女，子どもでの異同と，労働，
生活，教育，芸能，遊び，態様，行事などで分類した。男の労働を描いたスケッチの多さはこの江戸のサウンドス
ケープに大きく関わることを指摘しておきたい。
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　正井泰夫は「嘉永慶応・江戸切繪図」をもとに，その情報を明治10年代（1880～84年）に陸軍参謀本
部陸地測量部発行の縮尺 2 万分の 1 「迅速図」を基図にして移し替え，幕末期の江戸の土地利用図を作
成した14）。その後，1985年にその改訂版である「大江戸新地図」を刊行する15）。それをさらに改訂したの
が「2000年版　大江戸地理空間図」である。
　正井が完成したこの第 4 版の地図から，100m メッシュ交点法で用途別，地形別面積を測定したのが
前頁の表 1 である16）。この土地利用図の特色は，①行政区画にこだわらず，都市的土地利用の及ぶ範囲全
域を網羅すること，②土地利用の細分化，③測量地図が基図であること，④地形との対応を明示するこ
と，⑤外国人の利用も考慮したこと，の 5 点であった17）。
　①は資料とした地図の範囲に規定されるが，文政元（1818）年に設定された朱引（町奉行支配地），墨
引（寺社奉行支配地）によって，公的な江戸の範囲，すなわち御府内（次頁の図 2 ）よりも正井がとり
あげた範囲は広い。それまでは，寺社門前地が当初の江戸の町から除外され，正式編入は延享 2（1745）
年以降である。公許の遊郭である新吉原や東海道の品川宿，それに本稿で対象とした駒込や隅田川以東
の向島・寺島などの周辺村も行政上は江戸に含まれなかった（図 2 参照）18）。
　正井の狙いは実質地域としての江戸，つまり市街地化した土地利用をいかに示すかにあった。そのた
めに，多少時期的には齟齬するのを承知で，基図は近代的測量図で最も古い迅速図を用い，それに幕末
期の現況を切絵図の情報をそこに記入し，江戸都市圏の拡大を図化することを主眼としたのである。
　ここで注目したいのは，江戸城，大名屋敷，寺社用地，幕府用地である。とりわけ切絵図では，明確
に大名上屋敷，大名中屋敷，大名下屋敷を区分していることである19）。市街地の10％を占める上屋敷は大
名，藩士とその妻子が住む公的住居であり， 1 年の半分をここで過ごした。多くの家臣や奉公人も敷地
内に住み，役所的な機能も兼ね備えていた。丸ノ内周辺と，外濠の外側に多い。加賀藩上屋敷は現在の
東京大学の本郷キャンパスで，10万坪の広大なものである。水戸藩上屋敷は小石川後楽園を含む広大な
敷地であった。ただしこれは明治期に砲兵工廠がこの地に建設され，緑地空間は大きく削られかつ秘匿
されることになった。六本木の高台も大名屋敷に起源をもち，明治期以後，日本，そして戦後は米国の
軍用地となった。
　中屋敷には隠居した藩士や嗣子，上屋敷に収容しきれなかった藩士などが居住する。上屋敷を補完す
る機能をもつが，面積的には全体に占める比率は 4 ％と狭い。政務のための表御殿や居住のための奥御
14）	正井泰夫『城下町東京―江戸と東京都の対話―』，原書房，1987年，17—22頁。正井泰夫「 2万分の 1『江戸の
都市的土地利用図』，地図13（ 1 ），1975年， 9 —16頁。付録として，カラーでの土地利用図が添付されている。
15）	正井泰夫『江戸・東京の地図と景観―徒歩交通百万都市からグローバル・スーパーシティへ―』，古今書院，2000
年，24—40頁。
16）	前掲15， 8 頁。
17）	前掲15， 5 頁。
18）	明治 2（1869）年の江戸市街調査では町地269万6000坪（8.913	km2,	15.8%），寺社地266万1747坪	（8.799	km2,	15.6%），
武家地1169万2591坪（38.653	km2,	68.6%）という数字があるが，あくまでもこれは当時の御府内という形式地域の
面積比率を示す。
19）	これらの一連の切繪図が，大名やそこに仕える家臣団やその家族が日常的に使用し，かつ地元への土産としたこと
ものであり，相当数の需要があったと推定される。
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殿が大きな面積を占めたため，名園といわれる大庭園は中屋敷には少ない。しかもその分布は上屋敷の
外縁に点在する（表 1 ）。
　最も大名屋敷で広大な面積を占めるのが下屋敷で，江戸全体に占める比率はじつに24.2％，約 4 分の
1 に及ぶ。下屋敷は，本来は上屋敷の火災時の避難場所となる予備的な存在であったが20），後には別荘，
保養的機能や賓客の接待機能が大きくなっていった。上屋敷・中屋敷よりも外縁の，当時の郊外に多く
が立地した。各藩が競って広大な下屋敷を建設したため，有力藩の場合は複数の下屋敷を建設した場合
もあった。ここでの庭園の植栽には最も気を遣った。一例を挙げるなら，彦根藩の下屋敷は現在の明治
神宮の場所で，現在でも都内最大の緑地空間となっている。また，駒込の六
りくぎえん
義園（後掲 4 章参照，図 6 ）
は幕府の側要人で，川越藩主・甲府藩主であった柳沢吉保が 5 代将軍綱吉より1695（元禄 8 ）年に賜っ
た池泉式回遊庭園である。
　近世の江戸において，著名神社としては，神田明神（千代田区），湯島天満宮（文京区）や日枝神社
（千代田区），富岡八幡宮（江東区），氷川神社（港区），などがあるものの境内はさほど広くなく，表 1
で1.3％と神社用地の全体に占める比率は小さい。しかし寺用地に関しては，墓地も含んでおり，東北の
上野寛永寺やその延長の谷中地区，南部の増長寺などの位置する芝・三田地区などの集中地区もあり，
20）	火事が木造建築からなる江戸では最も恐れられた。明暦の大火（1657）は江戸本郷の本妙寺から出火し，江戸城お
よび市街の大半を焼失した大火事で，死者は10万人とされる。黒木喬『明暦の大火』講談社、1977年，参照。
図 2　文政元年の「江戸朱引図」による江戸の範囲
（文京区教育委員会『文京のあゆみ―その歴史と文化―』，文京区教育委員会
文京ふるさと歴史館，2002年，より引用，野間加筆）
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全体で13％とかなり広い面積を占める。しかもその多くは台地上にあるが，東部の沖積低地（下町）に
も隅田川に沿った浅草には広い境内があった。それが下町の防火帯ともなった上野広小路などである。こ
の人工的な空地は，門前の仮設店舗が櫛
せっぴ
比する場ともなった。花見のために桜の植栽が行われ，またそ
こが遊興の場，盛り場ともなった。入谷の夏の風物詩である朝顔市は入谷鬼
きしもじん
子母神の門前，言
こととい
問通りで
開催される。御
おかちまち
徒町に住んでいた文化文政期の下級士族の流行に端を発し，それをこの近在の農民が商
品化したものである。つまり寺社を仲介とした園芸文化が下町で顕著にみられるのも江戸の特色である。
　以上を要約すると，江戸の花き園芸文化の土壌として，大名，武士，庶民いずれも関わっていること，
それが他の都市に比べて緑地空間の異常に多い江戸の特質に根ざしていることをまず強調しておきたい。
江戸の人口についてはいまだ定説がない。町家人口は約50～60万人とほぼ判明するが，武士の人口は参
勤交替や藩領替え，石高の増減によっても変動する。それに寺社関係の人口も別途計上する必要がある。
少なくとも120万人は居住しており21），江戸の範囲を郊外化した地域まで含めるともっと多くなる。およ
そ面積で20％の下町の地（東部沖積低地）に約50万の町人が住んでいたいっぽう，寺社地が15％，武家
地が65％を占めていた。町屋はきわめて高密度な居住空間を形成し22），しかも木造家屋のため，火災23）へ
の対策が喫緊の課題となった。このため，江戸の都市改造は防火対策を中心に進められたといってよい。
　町屋地区は日本橋，神田など沖積低地に位置し，木造家屋が密集していた。そのため火事はその市街
を一瞬にして焼失させる脅威であり，消防組織が組織された。明暦の大火以後，防火対策として，耐火
建築の土蔵造や瓦葺屋根の奨励のほか，延焼を防ぐための広小路，防火堤，火
ひよけち
除地などの防火帯が市中
に設けられた。また，御三家の上屋敷の江戸城外へ転出させ，それに伴う武家屋敷・大名屋敷，寺社が
より外縁部へ移転，隅田川への架橋（両国橋・永代橋など），隅田川東岸の本所・深川と築地24）の造成な
ど，市街地の外縁的拡張が図られた。
21）	江戸の町人人口が50万人となり，町数も寺社門前地や境内が町場化して1678町となった延享 2（1745）年以降に人
口は停滞するといわれるが（大石学『首都江戸の誕生―大江戸はいかにしてつくられたか―』，角川書店，2002
年，150—152頁），実質の江戸郊外や把握しきれない流入人口まで入れると，もっと外縁部での人口の動態は大きく，
実質地域としての江戸の人口自体も大きかったと推定される。正井泰夫は実質的な江戸の郊外の市街地連担部分を
含めて200万人と見積もっている。その可否は別として，花き園芸の初期産地は下屋敷・抱屋敷などの郊外的空間に
形成され，ここでの農業者人口人 1人あたりの農地面積の減少傾向は認めてよいと思われる。
22）	仮に町人人口を50万人として，それがすべて町屋地区に居住していたとして，表 1の面積から町屋地区の人口密度
を算出すると30,750人/km2となる。2009年の住民基本台帳による東京都の特別区別人口では,下町にあたる中央区
が10,885人/km2，隅田川以東の台東区で16,389人/km2，墨田区で17,132人/km2であるから，現在の 2～ 3倍近い
高人口密度空間であったと推定される。
23）	当時の消防は龍吐水といわれる押し上げポンプがあるものの，基本は延焼を防ぐための破壊消防である。大名火消
も定火消も華麗で威勢のいい鳶
とび
が活躍する。このような江戸の火災の常態化，それを町人が見物するのを，お雇い
外国人博物学者モース（1838—1925）は明治10（1877）年以降 3回にわたって日本をのべ 2年半訪問し，「かかる火
事に際して見受けられる勇気と無駄に費やす努力の量は，驚くほどである。勇気は十分の一で充分だから，もう少
し頭を使えば，遙かに大きなことが仕遂げられるだろう」（エドワード・モース・石川欽一訳『日本	その日その日
2』，平凡社，1970年，74頁）と結んでいる。
24）	この築地は佃島住人によって造成され，寺町・墓地が多く立地した。1869（明治 2）年に築地鉄砲洲（現在の明石
町）が外国人居留地となり，外来文明受容の場ともなる。戦前にはここに海軍施設があった。
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　享保期に吉宗が江戸を「首都圏」として行った整備は，大名・旗本，町人・寺社などの別宅である
抱
かかえやしき
屋敷を規制して，それを拝領屋敷として大名・旗本ら家臣に与えたことである25）。抱地には屋敷を建て
ることを旨としたが，火災のときの避難所をはじめ，菜園，薪炭供給地などに利用されるため，実際に
屋敷が建てられないことも多かった。本来，抱地は農地であるため，所持者には年貢や諸役が課せられ
ていた。これを規制して，幕府が下屋敷を下賜して拝領屋敷とすると，幕府にとっては年貢の減少を意
味する。そのため抱屋敷は江戸の都市化の最前線でみられた支配者の土地利用と農民的土地利用の葛藤，
矛盾の交錯する場となった。
　たとえば，純農村であった日光御成街道に沿った江戸北郊の駒込村（現在の豊島区駒込）は，武家地
の拡大・整備によって，百姓地が強制的に収用されていった。「右村一円家持百姓八拾人余にて所持仕り
罷り在り候処，慶長年中より寛永年中迄追々田畑残らず御用地に召し上げられ，御大名様御下屋敷，武
家屋敷，寺院寺領等に下し置かれ候に付」いたので，公儀に訴え，「当時駒込片町と相唱え候地処残し置
かれ候に付，引き移り片側に住居仕り候様仰せ渡され候に付，右八十人余の者住居仕り，百姓町屋にて
商売仕り，夫より駒込片町と名付け申し候。」と，農民が日光御成街道の幹線道路沿い移動させられて，
駒込片町を創設し，商業に転換したことが記されている（『御府内備考』）26）
　このような農村部を圧迫する形での郊外の都市化が，防火帯の設置，大名下屋敷の増加など，人口の
増大による自然的な拡大に先行して発生したことは注目したい。これを江戸の花き園芸に引きつけて考
えると，農地の高度利用による農民の生活維持が必至となったこと，それと並んで，士族の屋敷地の外
縁的拡大に対応した農民のサービスの提供という側面を持っていたといえよう。
　換言すれば，ボズラップ27）の命題である，人口の高密度化がより高度な農業的土地利用へ移行する契
機を産み出した28）。ボズラップは多毛作を集約化の最終局面としているが，江戸の花き園芸の場合，投
機・販売を目的とした一時的な植え置き（植溜の設置），盆栽，菊や朝顔などの草本の鉢植栽培にみられ
るような花き生産の土地からの乖離など，多様な形態を派生していった。経済資源としての土地希少化
は植木職の場合，脱農民化を推進する力ともなったが，それは農業と異なる生産部門である工業的生産
への移行ではなく，農業におけるサービス部門の付加，あるいは農業の第三次産業化という側面に展開
していった。
　畑作／野菜作から花き園芸への移行は，人口集中・人口過密化がもたらす土地生産性の相対的減少を，
「勤勉革命」的な労働時間の増大29）よりも，業態の多様化，脱農業の指向によって克復しようとしたこと
25）	大石学『首都江戸の誕生―大江戸はいかにしてつくられたか―』，角川書店，2002，196—199頁。
26）	豊島区史編纂委員会編『豊島区史　通史編 1』，1981年，416—417頁。
27）	人口増加と農業の集約性についてボズラップは，人口規模の多少は食糧に規定されるマルサスモデルの独立変数と
従属変数を逆にしたことで知られる（ボズラップ著，安沢秀一・安沢みね訳『農業成長の諸条件』，ミネルヴァ書房，
1975年，英文の原著は1965年）。
28）	デイビッド・グリッグ著，山本正三・手塚章・村山祐司訳『農業変化の歴史地理学』，二宮書店，2001年。野間晴雄
「農民社会における時間配分研究（time	allocation）のコンテクスト―第三世界を中心に―」，人文地理	40（ 2 ），
1988年，53—54頁。
29）	大島真理夫は速水融が規定した「産業革命」に対する「勤勉革命」を，前者が工業を想定した資本と労働を主要な
投入要素とするのに対し，後者は農業を想定した土地と労働を主要な投入要素とすることの無理を指摘し，「後期農
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を意味する。江戸の植木屋はある意味では造園プランナーであり，職人でもあり，興行師でもあった。
そのためかなり大きな資本を動かす相場師的な部分も内包していた。大名や藩士が近郊農村に隣接する
ことによる農業への圧迫もあるが，むしろその便宜を最大限に生かしサービスを提供する戦略を農民側
がもち合わせていた積極的な意義を，私は江戸の花き園芸地域に見出したい。
　開析谷底と台地の上を区切る段丘崖，坂30）は自然の未利用地として緑の植生が残されたし，17世紀後
半以降のまちづくりでの過程で，幕府施設や大名屋敷に付随した大規模な庭園が陸続と建設された31）。こ
れらの人工空間や寺社の存在が広大な緑地空間を提供した。かつその大名やその家族・家臣同士が江戸
という一国の政治の中心地でお互い緊密な人的ネットワークを形成し，その文化や園芸の技術・知識を
共有し，かつ地方に広めていった文化的土壌が花き園芸の発達の背景にはあった。
　その動きが17世紀半ばに起こっていることの先進性はとりわけ興味深い。ただし，その見かけの結果
は， 8 割の町屋以外の地（台地上，一部低地や谷底）に人口では 2 割しかいない武士が居住して，緑豊
かな庭
ガーデン
園都
シティ
市を創造したという印象を我々に刷り込んだが32），上の考察からその実は武士以外の人々との
交流や働きが大きく寄与したことを指摘しておきたい（表 2 ）。
表 2　江戸・東京の花き園芸産地の地域分化
地域 庭師の数 主な地域 地形
A　巣鴨・駒込 160 駒込染井，駒込伝中 , 駒込藪下，下駒込，上駒込，巣鴨 台地
B　入谷・根岸 24 入谷，根岸，神田 東部低地
C　向島・本所 32 向島，向井島請地，寺島，両国，須崎 東部低地
D　芝・築地 8 芝・築地 , 木挽町 ，芝烏町 低地，台地
E　四谷 13 氷川町，四谷，千駄ヶ谷 , 市ヶ谷，溜池，飯田町 台地
F　目黒 7 目黒，麻布広尾，麻布田町 台地
G　大久保 35 大久保，西大久保，東大久保 台地
計 279
（注）庭師の数は「東京有名植木師一覧」，明治19（1886）年（豊島区立郷土資料館編『豊島区立郷土資料館　常
設展示図録』第 4 刷，豊島区教育委員会，2001年，所収）を野間が地域別に編成し直したものである。
業社会において，土地希少，労働豊富という要素賦存状況になった段階で，さらなる労働投入にもかかわらず，産
出増加が行われる現象」と定義している（大島真理夫編著『土地希少化と勤勉革命の比較史―経済史上の近世
―』，ミネルヴァ書房，	2010年， 7 — 9 頁）。
30）	江戸・東京には坂が多いことはよく知られ，専門のウェブサイトまである。石川悌二が収集した坂の事典では三多
摩地区まで含めて坂を約3000と推定し，うち501を収録している。「東京23区の坂道」（http://www.tokyosaka.sakura.
ne.jp）は2010年 2 月22日時点で23区だけで675の坂道をあげる。また石川は下町にも 3つの坂をあげるが，これは例
外的なもので，他はすべて台地と沖積地の境や侵食谷の坂である。もとの東京旧15区内に坂地名が多く，新しい坂
名称は少ない。武家地が大半を占める山の手には，誰々の屋敷という以外に格別の区画の名称（町名）がなく，坂
や谷が重要な道しるべになったという重要な指摘をしている（石川悌二『江戸東京坂道事典（コンパクト版）』新人
物往来社，2003年，10—13頁）。 4章で分析する武士の日誌でも地名は坂名で記されることが多い。
31）	汐留の浜離宮（1654），小石川後楽園（1670），旧芝離宮庭園（1678），六義園（1702）などである。
32）	小笠原亮『江戸の園芸，平成のガーデニング』，小学館，1999年，15頁。なお，筆者は愛知県にある豊明花きの社長
で，園芸書コレクターとしても知られている。この本も一般書ながら体験にもとづき，得るところが大きい。
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（ 2）第 1期―上層中心の花木園芸文化
　この時期における江戸における花き・花木の最大の消費者は武士階級である。江戸は当時の世界中で
最大級の人口を誇る大都市であった。江戸が位置する地形は，東京湾が深く入り込んだ洪積台地とその
開析谷底からなる。多摩川と荒川に挟まれた扇状地に起源をもつ武蔵野台地が山の手を形成する33）。本郷
台，豊島台，成
なります
増台，淀橋台，目黒台，荏
えばら
原台などに分かれ，その間を石
しゃくじい
神井川，神田川，金杉川（古
川），目黒川，仙川などが開析して谷を形成する。台地の標高は20～30m 前後であり，急な傾斜をもっ
た坂によって徒歩交通が遮断されるが34），谷底自体は下級士族屋敷や町人の生活空間となった。上野の山
と本郷台の間の谷
やなか
中や根津の谷底には大名下屋敷や士族屋敷が分布した。台地上は江戸の東北の防御・
防火帯として，上野寛永寺をはじめとした江戸で最大の寺の集中地区となった。この寺社の空間や大名
屋敷は，一方では良質な緑地空間でもある。ここに隣接してきわめて集約的かつ高度な花き園芸地域が
形成されたことの意義は大きい。
　つまりその含意は，当初の花き園芸の大口かつ永続的な消費者が，大名・旗本から下級士族にいたる
人々であることだ。しかも植木はいったん庭に植栽した後も，プロによる手入れが必要である。また，
珍しい植木を購入しても，それを搬入するには，クレーンやトラックもない江戸時代ではおのずと距離
の制約がある。注文者が自分の眼で確かめ注文した植木でも，近接した距離に植木商，造園家がいない
とどうにもならない。また植木職じたいも，商品としての花木を展示し，かつつねにさまざまな樹種を
補充しておく空間が必要となる。このような “ストック” の構造がこの本郷台にあった。農家を出自と
する園芸家は家も屋敷地も町人にくらべて広い。幕末の土地利用をみると，千駄木から駒込・染井にか
けては大名下屋敷に混在して農村集落が存在する。より北に位置する西ヶ原，滝野川にかけてはまだ多
分に畑地が残っていた。その先には日本橋からの 2 里の距離に徳川吉宗が創設した桜の名勝飛鳥山35）が
33）	貝塚爽平・小池一之・遠藤邦彦・山崎晴雄・鈴木毅彦編『日本の地形 4　関東・伊豆小笠原』，東京大学出版会，2000
年，9 —13頁，232—236頁。1960年代以降の成果では，武蔵野台地は丘陵地形を除いて，高位のものより，下末吉（Ｓ）
面，武蔵野（Ｍ）面，立川（Tc）面に分かれる。このうち，下末吉面のみが海成段丘であり，淀橋台，荏原台がそ
れに相当する。
34）	久保純子「相模野台地・武蔵野台地を刻む谷の地形―風成テフラを供給された名残川の谷地形―」，地理学評論
61（ 1 ），1988年，25—48頁。久保はこの地形を段丘上のごくわずかの凹地，多摩川の名残川の典型，名残川から沖積
低地へ移行帯に 3分類し，名残川に関わる谷の比高が際立っていることを強調する。この名残川起源の谷は連続性
がよく，かつそれが江戸・東京の生活に密着し，下町の人口高密度空間を創り出している。
35）	飛鳥山は日光御成街道に沿った景勝の地で， 3代将軍の徳川家光の時代に近郊54か村を鷹場と定め，王子権現社の
整備，金輪寺の社殿・堂宇の造営などで名所化をはかった。その仕上げとして， 8代将軍吉宗は享保元（1716）年
に廃止されていた鷹場を復活し，改めて江戸10里四方を鷹場，そのうち 5里四方を将軍の鷹場（御場）とした。そ
の実は，都市の拡大過密化に伴う近郊のグリーンベルトを設けることであった。これを石倉は，鷹場を一円的に「広
域特区」として設定して，江戸地回り経済を支えるグリーンベルト農村として規定し，その結果，狭隘な都市空間
から見て「異界」である名所空間を，「都市江戸の周縁部に計画的に配置し，都市に対応する桜の名所として展開し
た」と的確な指摘をしている（石倉孝祐「悦ばしき桜狩りの場所　さく-La…桜の美学と実学展への誘い」，北区飛
鳥山博物館編『さく-La…桜の美学と実学』，1998年，44頁，北区教育委員会）。享保 5（1720）年から桜の植樹が始
まる。この苗木は江戸城内の苗を隅田川，広尾とともに飛鳥山に植えたもので，工事請負人として瀧野川村源亟之，
植木屋西ヶ原村仁左衛門とある（東京都北区郷土資料館編『飛鳥山』，東京都北区教育委員会，1992年，4頁）。
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ある。ここへの道筋（日光御成街道）には，当時，世界でもまれに高度な花き園芸地帯が形成されたの
である（図 3 ）。
　1860年に駒込村の染井を訪れたイギリスのプラントハンター，ロバート・フォーチュン（Robert 
Fortune：1812—1880）は，園芸に特化した村の壮観を次のような文章で表現している36）。
36）	ロバート・フォーチュン著，三宅馨訳『江戸と北京』，廣川書店，1969年，79-83頁。
図 3　幕末期江戸の土地利用と花き園芸産地
（正井泰夫『江戸・東京の地図と景観』，古今書院，2000年，所収の
「江戸の地域構造（スケッチ）図」を簡略化して，園芸産地と地名を野間追記）
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　交互に樹々や庭，恰好よく刈り込んだ生垣がつづいている，公園のような景色に来たとき，随行
の役人が染井村にやっと着いた，と報せた。そこの村全体が多くの苗樹園で網羅され，それらを連
絡する一直線の道が，一マイル以上もつづいている。私は世界のどこへ行っても，こんなに大規模
に，売物の植物を栽培しているのを見たことがない。植木屋はそれぞれ，三，四エーカーの地域を
占め，鉢植えや露地植えのいずれも，数千の植物がよく管理されている。どの植木屋も大同小異な
ので，その一つを記述すれば，全体のたくみな趣向がわかるだろう。入口をはいると，曲がりくね
った平凡な小道が，おおむね庭の中心にあった園主の家まで通じている。道の両側には，温室を必
要としない，日本の観賞用の樹々や灌木類，盆栽仕立やテーブル型に刈り込まれた植物が，数多く
栽培されている。以前，私がシナからヨーロッパへ紹介した見事なイチイ（Taxus cuspidata）が，
そこの短小灌木群の目立つ場所を占めている。そのほか多種類のマツ，アスナロ，ヒノキなどがあ
るが，コウヤマキ（Sciadppitys Verticillata）は，まさにすべてを象徴していた。
　鉢植えの植物は概して，植木屋の家の傍に保管されるか，または竹垣で囲われていた。それらの
鉢植えは，われわれが本国で行なっているような同じ方法で，栽培されたり，整理されている。 
　　　　［ロバート・フォーチュン『江戸と北京』，原著は1863年］
　この時期の花木としてはどんな種類が中心であったのだろうか。要言すると，江戸期以前からの木本
が中心であり，とりわけ，ツバキ，ボタン，ウメ，サクラ，モモなどで，ナシ，木蘭，百日紅，ザクロ
も好まれたことである。
　江戸城はもと太田道灌（1432—1486）の居城で，その後に北条氏が支配していた東京湾に面した防御的
な城であった。当初はそこに大都市を建設する構想は芽生えていなかった。そこに徳川家康が入城し，
日本を統一するなかで，政治中心として，実質的な日本の首都として 3 代家光の頃までに総曲
くるわ
輪を造り
あげ，江戸の市街地としての輪郭を完成する。その拠点となる江戸城内にも庭園が設けられた。この本
丸庭園には，山ツツジ，杉などのほか，ミズキ，ホオノキな周辺山地でとれる植栽のほかモッコク，サ
カキ，モチノキなどの常緑広葉樹も用いている。しかし桜，紅葉といった宴や，花見のための樹種も植
栽されている37）。
　江戸の城下町としての最大の特徴は，各藩の大名屋敷が江戸城の周囲に存在することで，他の藩の支
配中心地としての城下町とは決定的に異なる。その家臣の屋敷にも池泉回遊式庭園が数多く造成された。
1695（元禄 8 ）年，幕府の重臣，側用人である甲府の柳沢吉保（1658—1714）は 5 代将軍徳川綱吉より賜
わった 4 万5862坪の地に1702（元禄15）年に大和郡山藩の下屋敷と池泉回遊式庭園を完成させ，隠居後
はもっぱらここで暮らすことになる。これが六義園である（後掲図 6 ）。
　吉保が記した『六義園の記』から植栽について飛田範夫がまとめたものによると，以下のようにな
る38）。
37）	飛田範夫『日本庭園の植栽史』，京都大学出版会，2002年，245—248頁。
38）	前掲37，251—253頁。
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マツ（単植）　　　　　　風雅松・心種松・古風松・詞林松・事問松・妹松・背松・吹上松・
　　　　　　　　　　　　擲筆松・布引松
マツ（群植）　　　　　　若松原・新玉松
ウメ　　　　　　　　　　裾野梅
サクラ　　　　　　　　　吟花松・掛雲松
クヌギあるいはコナラ　　時雨雨
フジ　　　　　　　　　　藤里
タケ　　　　　　　　　　万世岡（図では万代岡）
ハス　　　　　　　　　　水香江
　マツの単植が多く（10か所），ほかにはウメやサクラな
どもあるが，築山などにも 1 種だけの樹種を植栽するな
ど樹種が少ない。飛田はこの傾向を，各部分につけた名
称を際立たせるための周辺の「単純化」とみなしており
39）
，
水戸藩の大名庭園である小石川後楽園などに比して樹種
少ないことを指摘する。
（ 2）第 2期―庶民に普及した花き園芸文化
　江戸後期，文化文政期を中心とした19世紀前半には，
庶民まで園芸文化が浸透していった。その担い手となっ
たのは花木ではなく，手軽で場所をとらない草本類であ
った。そこにはハナショウブやキクといった普遍的な美
しさを持った草本に加え，変化アサガオ（朝顔），万年青
（オモト），マツバラン，フクジュソウ（福寿草），マンリ
ョウ（万両），カラタチバナ（唐橘），斑入りの葉など，
奇妙な花や葉を持つ草本の流行がある。いわゆる「古典
園芸植物」といえる一群だが，品種改良の面では高度に
発達したものである。そのいっぽうで，西洋美的感覚か
らは受け入れがたいものであった特殊な日本的草本のジ
ャンルを形成している40）。
　これには，自然が絡んでも純自然的な，荒々しい風景
39）	前掲37，252頁。
40）	中尾佐助，前掲 3，162—163頁。フローリスツ（園芸愛好家）フラワー（Florists’	flower）として，ベルギー及びイ
ギリスで17世紀から19世紀末にかけて栽培・育種された園芸植物が，その後あまり見向きもされないで，より一般
にもなじみの深い美しい花に移行していったのと状況は似る。
図 ４　宝暦 7（1757）年の銘のある伊藤政武の墓
（2009年 8 月筆者撮影，駒込 6 丁目西福寺）
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は好まれずに，日本人が好む歌枕にあるような花鳥風月の美的感覚に由来するのであろうか。どうも筆
者には少し違うように思う。花鳥風月としての自然，他者の観照的な自然から，自らが工夫して人工美
を創り出すその行為そのものを重視し楽しもうとする心意が庶民にまで根付いていったのではないだろ
うか。
　キク41）に関しては，とりわけ上方では江戸とは大きく異なる展開をとげる。京都北野では正徳 2（1712）
年から毎年大会が開催され，大坂でも近畿一円・四国からまでもキクを集めて一輪咲のキクの美しさを
競いあった。これらの頂点に新宿御苑での観菊会がある。この系譜は宮内省による1878（明治11）年の
赤坂の仮皇居で「菊花拝観」にまでたどりつく。この儀式は大量の小菊を細工物に見立てて喜ぶような
江戸庶民の発想とは根本的に異なる42）。巣鴨や団子坂ではマニュファクチャー的にコギクを大量に栽培
し，しかも一か所でなく，地域全体に拡散している大衆的状況があった43）。この上方と江戸の 2 つのキク
観が併存するものの，ことキクに関しては江戸園芸文化が圧倒的優位となっていった。
　なお，上方の植木産地としては猪名川中流の細河（池田市）や山本（宝塚市）が伝統的な産地として
茶の湯を催す庭園用樹木に起源し，近世後期には九州から関東までの流通圏をもっていたといわれる44）。
距離的には大坂中心部から15～20km 圏であり，かつ江戸のような隣接した場所に大名下屋敷に代表さ
れる上得意がいなかったことゆえの市場圏の拡大という意義も考えられるのではないだろうか45）。
3 ．江戸後期の花き園芸書の記載の特色
　江戸の花き園芸文化が高度に発達した指標として，ここでは実用となる花き園芸書をとりあげて考察
を加える。すでに17世紀には数多く花き園芸書が木版本として刊行される環境が日本にはあった。これ
を必要とする人が存在したから大量の書物が流布したのである。貝原益軒『花譜』（1698）と水野忠勝
『花壇綱目』（1681）は，当代一流のエリート，ベストセラーが書いた実用書である。ここでは在地の植
木職出身の園芸家が書いた実用書を検討する。この状況を中尾は的確に以下のように述べる。
41）	江戸時代までに中国から入ったキク関連の本には，徳善斎『菊詩百篇』1485年（重版1639年），『菊譜百詠図』1686
年，『畫菊』1691年，などがある。
42）	西山松之助『花―美への行動と日本文化―』，日本放送出版会，1969年。西山松之助『西山松之助著作集第 8巻
花と日本文化』，吉川弘文館，1985年。
43）	川添登・山田宗睦『菊―日本文化を考える―』，1979年，講談社（講談社学術文庫），124頁。
44）	稲田和子・小西由起子・野間晴雄「北摂の玄関口―池田市・川西市―」（平岡昭利・野間晴雄編『地図で読む百
年　近畿Ⅱ　大阪・兵庫・和歌山』，古今書院，2006年，40頁）。
45）	江戸の植木産地である駒込・巣鴨の近代における拡大発展したのが，大宮盆栽村や川口市の安
あんぎょう
行で，いずれも植木
栽培に適した高燥な台地の土壌があり，実際にここに移り住んで技術を普及させた側面も重要である。これに対し
て，狭小な上町台地以外はデルタ的環境にあった大坂で，このような産地移動がみられない。京都では北西部の右
京区御室・鳴滝地域が植木産地といえよう。皇室や貴族の庭園，寺社の作庭と結びついた古い歴史を有している（阪
本和仁「都市近郊における造園業地域の形成と生産構造―八尾市高安地区と京都市右京区の場合―」，人文地理
42（ 6 ），1990年，63-79頁）。
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　江戸期の花卉園芸文化は，その出発点はまたしても最高権力者からはじまった。はじめの徳川将
軍の三代，家康，秀忠，家光の三人が，並はずれた「花癖」とよばれた嗜好をもっていたことが大
きく影響している。この三人の将軍の花や庭木，盆栽などに対する愛着心については，いろいろエ
ピソードが伝えられている。たとえば家光遺愛の五葉松盆栽と伝えられるものが今でも宮内庁に保
存されている。江戸殿中の諸大名の間では花卉園芸が重要な話題となり，諸大名がそのため注意や
努力を払うようになった。諸大名は江戸市中に大名屋敷をつくり，そこに競って造園するようにな
る。そのために専門職の植木屋，庭師の職業が誕生してくる。こうして江戸は当時としては世界一
の花卉園芸都市へとすすんでくることになった。
　花卉園芸文化は将軍から諸大名へと伝わり，重臣，旗本に伝わり，豪商に伝わる。つづいて中級
武士，都内の中級町人へのおよび，花卉園芸文化は江戸の中流階層へと普及していった46）。
　二代目伊藤伊兵衛三之烝が著した『花壇地錦抄』（元禄 8 年：1695）には江戸版と京都版がある。いず
れも 6 巻， 5 冊（巻 4・5 が 1 冊）で，この刊本の普及が全国的であったことを示唆する。
　その構成は，巻 1 が牡丹芍薬，巻 2 が木之類，巻 3 が夏木冬木，巻 4 ・ 5 が四季草花，巻 6 が草木植
木作様である。木本の比重が高く，かつ元禄期に人気の高かった牡丹・芍薬が冒頭に配されている。巻
2 では椿，山茶花（サザンカ），躑躅（ツツジ），さつき，梅，桃，海
かいとう
棠，桜である。海棠とはバラ科の
落葉低木で紅色の花をつける。巻 3 は楓，藤，桂，辛夷（コブシ），柿，柑橘類，栗，山椒のほか，冬木
という範疇，すなわち常緑の松，竹，笹のほか，針葉樹に類する高野槙，柘植（ツゲ），柊木（ヒイラ
ギ）など，さらには，インンドシナ産の肉桂，ヤシ科の棕櫚などもあげられる。ほかに実が美しいもの
としてカラタチバナ，仙寥草（センリョウ），花丁字（コショウノキ），南天（ナンテン）など 9 種をあ
げる。
　巻 4 ・ 5 は草本類で51種をあげる。その採択基準となったのは花，葉などが美しく，珍奇なものであ
ることである。たとえば，他偸草（エビネソウ），すなわちエビネの解説は「花形鈴のごとくさがる。故
に鈴ふり草ともいう。色うす黄，葉は白らんのごとし。近頃相州の在郷へまかりしに農家にこの草植え
てあり，名を問侍ればかまがみそうと申しき。これも鈴ふりの心か，花黄色なるはなんきんえびねとも
いう」47）。自らが実地に見たことも記すが，本書の中心は花色や葉の色・形状などである。その巻のなか
での花の配列は春，夏，秋，冬という季節が基本となっている。さらに春・秋は数も多く重要な季節の
ため，それぞれの季節を初中末の 3 つの時期にわけて園芸植物を紹介している。
　しかも夏に咲く花は多いため，さらに百合草のるい（37種），桔梗のるい（ 9 種），がんぴのるい（ 9
種），瞿
なで
麦
しこ
のるい（11種），石竹のるい（ 8 種），葵のるい（ 7 種），蘭のるい（13種），花菖蒲のるい（ 8
種），白
しろ
昌
あやめ
草のるい（41種），朝顔のるい（18種），夏菊のるい（20種），水草類のるい（27種），杜若の
るい（12種）の細目を設けている。水草なかには，イグサ，ガマ，ヒシ，イネ，ヒルムシロまであり，
園芸植物という範疇を超えて，目にふれる特色ある植物を列挙した感が強い。
46）	前掲 3，137頁。
47）	三之烝伊藤伊兵衛・伊藤伊兵衛著，加藤要校注『花壇地錦抄・草花絵前集』，平凡社（東洋文庫288），1976，105頁。
東アジア文化交渉研究 第 3 号
412
　秋草も種類が多いため，ケイトウ，リンドウ，ヒマワリ，マンジュシャゲなどをあげる。重要な「菊
のるい」に関しては別項目として235種を掲載する。『花壇地錦抄』が刊行された元禄期はキク栽培の最
盛期でもあり，この数は最大数に近いと思われる。
鳳凰　黄色，中りん，かさねよし。きりんともいう。
玉牡丹　せんよう，大りん，少し色あり。
四方正面　京にては両面という。かさねそりかえるほどなり。
黄常磐　せんよう。黄色，小りん。
伏見常磐　うす紫，小りん　花のうらしろし。かすりのように見ゆる。
きりつぼ　紫，中りん。せんよう
　　　　［伊藤伊兵衛三之烝『花壇地錦抄』元禄 5 （1692）年］48）
　それぞれの菊の種類は，色，形状，文学上の故事・人物，地名（隅［角］田川，伊勢咲分，南禅寺，木
曽），寺社名などにもとづいてその命名がなされている。
　巻 6 の栽培法は農民としての観点ではなく，プロの園芸家，植木商としての視点が強くでている。ま
ず一般論として，土地の性格（山，谷，原野，湿地），土壌の堅さなどの見極めの重要性と説く。種蒔，
挿木，接木は毎月の節の日にしてはいけないと諭す。草木の植え替えは夏木，すなわち落葉樹はすべて
春と秋である。春は葉のでないうちに，秋は落葉した後を推奨する49）。
　土は，忍土（腐葉土，ゴミを混ぜた土），真土（壌土），野土（黒色の腐植質壌土），赤土，砂，肥土
（畑の耕作土），田土（水田の土）の 7 つに分ける。肥料に関しては，合肥，くだし肥，魚洗汁，田作り
の 4 種をあげる。合肥は「野土三斗。赤土壱斗，真土壱斗，右三色よくきりまぜ，下肥壱斗ねり合わせ，
五十日ほど置きつかうなり。用いる時藁の灰又は糠を熬りて切りまぜたるよし」という人糞と土質の異
なる土，藁灰を混合した作り置きの配合肥料というべきものである。「くだし肥」が人糞尿に水を混ぜて
50日置いた下肥である。魚洗汁は魚を洗った水やその食べなかった臓物である。田作りは干鰯である。
　以上のことから、ヨーロッパと異なり厩肥がみられず，本書ではもっぱら人糞尿に頼っていること，
採草など粗放的な肥料は除かれていることが特徴である。「すべて草花は冬中より二月中旬まで肥を用う
べし」として，葉がでた後の追肥を戒めている。より肥料効果が緩やかな合肥をもちいるべきで，かけ
肥，すなわちくだし肥や魚洗い水などの水溶性の水肥は絶対にいけないとしている50）。
　しかし，本書の特徴は，何よりも花き園芸の一般論でなく，分量的にも多い「草木植作様伊呂波分」
という，いろは順の花木栽培法の各論である。いろは順と云うことから，何を栽培するかによってその
項目だけを参照するハンドブック的な要素がきわめて強い。226種の草木栽培について，記述の長短はあ
るが簡明に実用知識を提供する。このうち，より詳しい記述があるのは，牡丹，唐蓮，からたちばな，
48）	前掲47，142頁。
49）	前掲47，153—154頁。
50）	前掲47，155頁。
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からけいとう，蘇鉄，椿，蘭，菊のるい，百合草のるい，芍薬，せきしょう（石菖），水仙花などであ
る。蘭・菊のるい，百合草のるいを除けば，いずれも，庭園に栽植する花木である。せきしょう（石菖），
水仙花，唐蓮など，水生植物も重視されていることは特記されよう。これらは池泉回遊式庭園になくて
はならない園芸植物である。
　キクに関しては以下のような記述がある。
菊のるい　
四五月迄は植えてよし。大形（方）四月末に捕えたるよし。植様は何時にても土の深さ五六寸ほど
に溝をほりて合肥を入れて野土をまぜたるもよし。さて菊の苗をわけ壱本ずつ植えるなり。六月土
用入る前後の日にくたしごえを菊の根より四五寸脇にかけてよし。その後の肥不用たるべし。多く
肥を川いれば菊の葉かれてのぼる物なり。尤も竹を壱本ずつ立ててまがきをすべし。葉の間より枝
出るをかき捨てたるよし。つぼみ少し見えたる時針のさきにて取りすて二三りんずつつけたるよし。
玉ぼたんは六月土用過ぎては何方にても肥やす事悪し候。土用過ぎていかにもうすくこやしを四寸
ほど脇にすべし。もし土地よくて花だちふとく，葉も大きくなりて七月節に入りて後叉一ぺん肥を
かけたるもよし。肥すぎては菊はずみ花ひらかぬ物なり。輪のつく時分は八月種の前十日，節後十
日，前後二十日の内に花の見ゆる様に作るべし。花見えて四十日をへて大形（方）花ひらく物なり。
花少しひらく時に菊の根の土をふみて地をかたくしてよし。一度にふみてはいたむ。さいさいふみ，
水も節々りんよりかけたるよし。
　　　　［伊藤伊兵衛三之烝『花壇地錦抄』元禄 5 （1692）年］51）
　多年生の菊はストロン，すなわちキクの挿し穂によって苗を生産する無性生殖が原則である。「菊の
苗をわけ壱本ずつ植えるなり」のち，「まがき（籬）」とは，竹や柴などで目を粗く編んだ垣根である。
　中国や江戸時代までの日本の花木の品種改良は園芸発達の重要な指標である。しかし，西ヨーロッパ
の第二次センターが人工交配を中心とするのとは異なり，東洋の園芸センターでの品種改良は，栽培 /
野生種いずれにしても，花が美しい，花の形状が特異，葉が珍奇，病気に強いなどの優良な資質をもっ
た植物を人が選抜することであった。その要因として中尾は中国の伝統である陰陽五行説，あるいはそ
の亜流である江戸時代の雌雄説に求めている52）。換言すれば，東アジアの花きセンターでは人工交配がほ
とんど発達しなかったのである。さらに付言すれば，かつて筆者が奄美群島の沖永良部島で調査したテ
ッポウユリの野生種からの栽培化は，ローカルな品種はすべて農家の人々による選抜であった53）。
　以上，駒込村染井の農民出身の園芸家による最初の包括的な園芸書の特色をまとめると，以下のよう
に要約できよう。
51）	前掲47，175—176頁。
52）	前掲 3，133頁。
53）	野間晴雄「野生ユリの栽培化から球根商品化への過程―鹿児島県甑島と沖永良部島の比較―」，人文地理30
（ 3 ），1978年，19—34頁。
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　 1 ）季節ごとの木本，草本にわけて，網羅的に，かつ広義の園芸，すなわち造園や個人の軒先・庭先
での鉢植え栽培用の植物を扱っている。
　 2 ）花の色・形を中心とした「品種」の解説に重点がある。挿絵がまったくないのはこの本の致命的
な欠陥であったが，その後，代々の伊藤伊兵衛は植物図譜に関してもさまざまな試みをしている。
すでにこの書に先立つこと 3 年，ツツジとサツキだけに関しては元禄 5 （1692）年に図解書として
『錦繍枕』を刊行している。その息子の政武（前掲図 4 参照）は草本類のみの図譜『草花絵前集』を
元禄12（1699）年，さらに享保 4 （1719）年に『広益地錦抄』を刊行している。またイギリスやオ
ランダの園芸界で独自の発達を遂げた細密画，ボタニカルアートに類するものも見られる54）。政武の
手になる元文 4 （1739）年の『本艸花蒔絵』全20冊などはその代表である55）。
　 3 ）新株を得る方法は種子ではなく，取り木のような 1 つの個体を分ける栄養繁殖であり，突然変異
などでの珍奇な品種の育成も基本はこのような方法によった。
　 4 ）江戸後期に見られるような花のパフォーマンス，すなわち自らで奇形や珍奇種を創り出したり，
菊細工や菊人形などの見せ物要素のための技術は紹介されていない。庶民への花の普及の少し手前
にある，将軍・大名・武士・上層の町人などをターゲットにした段階の実用書と総括できよう。
　植え置きしている植物には外国からの移入ものもあった。覇王樹，すなわちサボテンや沈
じんこう
香
56）
のよう
な東南アジア原産（上の史料では中国産としているが誤り）であり，当時から異国花木の趣味は日本人
にも存在したことを物語る。
4 ．植木屋の系譜と人的ネットワーク
　江戸が上方に代わって日本の園芸センターとなったのは，直接的には江戸幕府が開かれたことと関連
54）	ボタニカルアートを大場秀章は，「花の肖像画」であり，その要件はただ 1つの種だけを対象に画面が構成され，顔
にあたる花が中心であるとする（大場秀章『植物学と植物画』，八坂書房，2003年，14—18頁）。ただし，『本艸花蒔
絵』には彩色はされておらず，花・葉などの部分図がなく，描写技術や細密度ではヨーロッパのボタニカルアート
にはるかに及ばない。
55）	豊島区立郷土資料館の2003年度企画展図録『伊藤伊兵衛と江戸園芸』，2003年，豊島区立郷土資料館， 9頁，には
『本艸花蒔絵』の品種一覧とその数を巻ごとにあげている。それによると，巻 1艸花（78），巻 2艸花（98），巻 3艸
花（120），巻 4艸花（71），巻 5水艸（38）・百合艸（48），巻 6薬艸（90），巻 7薬艸（90），巻 8牡丹（100），芍薬
（100），巻10菊（100），巻11小菊，巻12松本仙翁花（48），巻13花菖蒲，巻14梅・桃・桜，巻15椿（100），巻16山茶
花（100），巻17躑躅（162），巻18皐月（150），巻19花木（107），巻20紅葉（100）となっている。菊に関しては，「正
徳ヨリ元文ノ初迄ノ内千々ノ実生ノ内秀花ト指品凡百種花形図色附」として特に限定している。ただし，『花壇地錦
抄』にも掲載されている品種名はわずか 4つしかない。品種の盛衰の激しさは無性生殖のひとつの特色でもある。
56）	沈香，正しくは沈水香木といい，ベトナムなどで産する代表的な香木で，ジンチョウゲ科ジンコウ属（学名	Aquilaria 
agallocha）。風雨や病気・害虫などによって生木または古木が土中で腐敗し，樹脂を分泌，蓄積したもので，非常に
固い。その最高級品が伽
きゃら
羅である。
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図 5　染井の植木屋風景
（『豊島区立郷土資料館　常設展示図録』，2002年，より引用）
図 ６　六義園
（2009年 8 月筆者撮影）
東アジア文化交渉研究 第 3 号
416
する57）。戦乱の時期を経て，またキリシタン禁教・鎖国という外との接触がきわめて限定されていったな
かで，中国伝来の，平安期に宮廷行事に利用されたキクという比較的古い園芸植物が，新たな装いでじ
つに多くの人が関与しながら独自の発達を遂げていった。ある意味では，園芸文化の極致を表象してい
るのが江戸中期から後半期である。またその文化が幕末・明治維新の開国によっていかに，いかに外来
者，とりわけ欧米の人々によって紹介され，またその花き自体が移出されたかについても，江戸とその
周辺に限って言及する。
（ 1）農民から植木屋へ
　駒込の植木職人の出自はほぼ例外なく農民であった。駒込は，岩槻方面へ向う日光御成街道沿いにあ
り，かつ江戸郊外の名勝として飛鳥山への途中の集落であった。多くの人々の往来を相手にした商売が
成立する基盤があった。とりわけ，見事な植木屋の庭，すなわち植木栽植地は格好の旅人・通行人のシ
ョーウインドウとなった。
　伊藤伊兵衛家は代々伊兵衛を名乗のり，武蔵国豊島郡駒込村染井（現在の東京都豊島区駒込），染井通
りの西端，都営染井霊園の北東側に居住していた，江戸園芸の草分け的存在である。自らの著書で「野
夫」・「野人」・「耕人」と称するなど58），誇りを持った植木職，園芸家であった。『江戸名勝志』には「染
飯　巣鴨の北に在。花木を作て売者多し。植木屋伊兵衛と云者，尤大家也。さつき甚多し」とあり，伊
藤家に隣接して津藩の藤堂家の大名下屋敷があったことが両者の関係を強化した59）。享保 4（1719）年の
辻雪洞『東都紀行』に「躑躅や猪兵衛とて，江北の木商なり。其初めハ藤堂大学頭高久の露除の男成し
に，大学頭草花の類当座に移し持たせ，花過れハ悉くぬき捨させけるをハ，此伊兵衛植ためけるより，
次第次第にきり島つゝし，百椿牡芍，さらぬ花の木，百竹，百楓，百梅，百桜なとゝ，すけハあつまる
所成へし」60）とある。露除とは植物を冷たい露から守る61）の意で，庭の世話をする職人と推定される。下
屋敷の庭掃除や不用になった植木・草花類を自分の屋敷地に設けた植溜に集めて育て取り扱う花木の種
57）	鎌倉幕府の開設ともに，東国でのサクラの品種改良は行われ，サトザクラの系統が選別された。
58）	豊島区立郷土資料館『植木屋のある風景―〈園芸都市〉の地域像を探る―（特別展図録）』，豊島区立郷土資料
館，1993年，39頁。このほか，染井の園芸については，川添登『東京の原風景』，日本放送出版会，1993年，川添
登・菊地勇夫『植木の里』，ドメス出版，1986年，がある。
59）	天保13（1842）年10月の「虎丘堂集書」の記事に「むかし上野の黒門より御宮の辺迄屋敷にて其替地に賜りし事と
答き。坪数を尋ねしに八万坪ありと。其内半過ハ抱地ニテ年貢出るよし。以前ハ今の薬園の地も抱地なりしに，其
後薬園になりたりと語りき。庭ハ元祖高虎の好ニハなく，二代目三代目明暦の頃作りしものと答ふ。」とあり，二代
高次，その子の三代高久の治世である明暦年間（1655～1658）に大名庭園は作られた。園内には「古楓古松」「朝鮮
より分捕の唐銅の水盤［筆者注：底の浅い平らな花器で盛り花や盆栽，盆景に用いる］」，「碩屛」や，「琉球つゝし
かり込み」，「霧島の花壇」があり，茶亭，八幡宮も園内に設けられた。藤堂高虎が慶長の役に幕府水軍を率いて参
加し，そのときの戦利品を庭に置いたということが上の史料からわかる（豊島区立郷土資料館『駒込・巣鴨の園芸
史料』，豊島区立郷土資料館調査報告書　第一集，1985年，38—39頁）。ここを「抱地」と表現していることから，幕
府がこの地域の農民から土地を買い取った屋敷地以外の土地であり，宅地化がなされていなかったと推定される。
60）	前述59，12頁。
61）	豊島区立郷土資料館編『伊藤伊兵衛と江戸園芸（2003年度企画展図録）』，豊島区立郷土資料館，2003年， 1頁。
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類を増やしていった。元禄・享保期に活躍した初代・二代目の三之烝，政武（図 5 ）親子が著名である。
三之烝は「きり嶋屋」とよばれ，ツツジ，サツキの栽培家として知られ，その品種や栽培法を記した『錦
繍枕』（元禄 5 年＝1659）の著作もある。この名声は受け継がれ，享保期に近藤清春が描いた伊藤家の庭
空間の図「武江染井翻紅霧島之図」には，南入り口から泉水のある奥まで二町で幅をその半分と見積も
っても 2 ha（約6000坪）の広大な植物園であった。また，名所図絵などにも染井や植木や鉢植植物がた
びたび登場する（前掲図 5 ）。
　文政11（1828）年『新編武蔵風土記稿』にもその事実が記されている62）。
躑躅　名木と云ニハあらす。植木屋伊藤伊兵衛家産和漢の草花多く，四時花実遊観たゆる事なし。
殊につゝし霧島名種あまたあり。誠に錦を布けることし。霧しまハ薩州霧島山の産也さつまといえ
ども誠は日向霧島山也。正保中，薩州より大坂へ壱本来るを，取り木にして大坂より五本京都に登
る。号て，富士山・麟角・面向・無二（三）・唐松と呼ふ。富士山，麟角二種禁延に植させられ，残
る三種，明暦二，武江染井二下す，それより接木指枝として数品ニハかりて諸州二植ル。
　安永 2 （1773）年の大橋方長『江戸図説』には次のような薩摩・日向の霧島産のツツジが京都で御所
に植えられたあと，「取り木」，すなわち枝の皮を剥いてミズゴケで包んだあと根が出たら切る（高取り
法）や枝をねじ曲げて土中に埋めて根が出たら切断する（伏せ枝法）などの方法によって，新株を得る
方法で入手したことが記されている。
拝領唐楓，朝鮮人参あり，三木のきりしまめつらしき名木なり。其外百種の楓有。是を百紅葉前集
ト云，後集百紅葉ハ千駄木植木屋平次と云方に有。
　　　　［大橋方長『江戸図説』，安永 2 （1773）年］63）
　また後段には「拝領朝鮮人参」と記され，皇室や将軍家との関わりがはっきりと出ている。唐楓，朝
鮮人参など中国や朝鮮産もあり，ソテツ（蘇鉄），アダンなどのような琉球国からの植物もあった。
　日本はツツジ自生の宝庫といわれる。ツツジは実生繁殖で変異を生じやすく，それぞれの品種の寿命
は長くはないが，それゆえに新しい品種というイノベーションが次々を起こり，ブームが継続したと思
われる。
　しかしこの江戸の園芸の初期の開拓者たちは，大名下屋敷の建設が一段落すると，特権的な幕府・大
名相手の商売づきあいという旧来の関係だけではしだいに立ちゆかなくなっていった。その象徴的な出
来事が，「芸戸園」のオーナーである伊藤家の急な没落であった64）。代わって台頭してきた新興勢力が，
62）	前掲59，17頁。
63）	前掲59，15頁。
64）	前掲59，15頁。「藤堂和泉守下屋敷の前より西，芸植家あまたあり。中にも伊兵衛といえへるもの，今は零落せれと，
享保の比は又なき植木屋ニて，都下にて花草を愛するもの必らす染井へいたり購入せしとそ。」（松平冠山（定常）
『三飡一覧』）
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巣鴨の植木職たちであった。
（ 2）巣鴨の植木職―職人から植木屋へ―
　この駒込に隣接する巣鴨は中山道の最初の宿である板橋へ途中であるが，早い時期から街村を形成し
ており，駒込・染井以上に商業的な機能が強かった65）。植木職といっても農民出身でない者も現れてき
た。ここで活躍したひとりの植木職人の系譜を見ていこう。
　内山長太郎（1804‐1883）は巣鴨生まれで，代々の笊
ざる
職人の家に生まれた。幼少時から植物好きで，
家業に飽きたらず，それが高じて，農家から観賞用のトウガラシ（蕃椒苗）を求めて，荷担して市に売
り歩き，吉原の遊女にも好評を博した。また，野菜の高騰を見越して川越からかぼちゃを仕入れて，江
戸市中に投売りし大儲けをして，その資金で土地を購入して植木屋を開業した。つまり，農地をもたな
い職人階層の者が，植木というある程度の植栽地を必要とする生業に移行するひとつキャリア・アップ
の事例である。そのたくましい商売魂の逸話として，「一個四文の価銭を積みて，百五十文を父の許に入
れて口貸となし懈
おこた
らず。残余漸く裕なるに及び，始めて花戸に就き草花数盆を購ひ，其の名称の審かな
らさるは老丁に問ひ，神社の賽
さい
日に出で売る。越中富山の万香老侯未だ世子たりし日，最も花草を好み
て，多く之れを募り，猶は賽日には必らず微行して之れを購ふ。一日慈眼大師の賽日上野広街を過ぎ，
翁か列肆中未見の品あるを見て名を間ふ。翁詳細に記す所を答ふ」。おそるおそる入った大名屋敷の庭の
花木名をすべて答え，万香老侯に教示したため，以後数十年にわたって出入りして密接な関係を持つこ
ととなった66）。そのほか，筑前，会津，薩摩などの大名屋敷にも出入りして，植木の搬入・手入れを行
う。また明治 2 年には自宅が天皇の御休処となり，以後，宮内省御用達となる。「巣鴨花太閤」といわ
れ，巣鴨栽花園をひらき，菊人形展への出品でも知られた。
　このほか，パリでの万国博覧会に出品して銀賞を得ているし，日本園芸学会の評議員を 3 期つとめた。
第 1 回～ 3 回の内国勧業博覧会（1876，1881，1890）への草本種子出品，五葉松，矮鶏檎，羅漢松など
の出品，同業者と数ヶ月，関西・四国方面をまわって紅葉の東京に少ないことを知り，明治13（1880）
年から「三里以外六七里以内の山林中に埋没する紅葉を掘り来らしめ，御苑を始め貴族，紳商邸内に栽
植したること前後幾数回に及べり。又己れの庭園へも悉く大小種々の紅葉を植へ」67）るなど，積極的な植
林活動も行っている。
　この新興園芸産地の巣鴨を担ったの植物がキクであった。キク栽培が文化文政期を中心に発達する。
65）	都市の中心部から交通路に沿って “ひとで型” あるいは “星型” の市街地拡大を示すのは何も近代都市だけでない。
江戸の場合，東海道（品川），中山道（板橋），甲州街道（新宿），奥州・日光街道（千住），千葉街道（両国橋から
亀戸）などの街村は，江戸中期には日本橋からほぼ途切れることなく連担していた（前掲図 3参照）。五街道の最初
の宿は「江戸四宿」と呼ばれ，宿泊よりも飲食や日常の商業機能が勝っていた。また，いずれも私娼がいる岡場所
が分布し，江戸庶民のための歓楽的色彩が強い境界の地でもあった。
66）	「内山長翁・長太郎の略伝」，『日本園芸学会雑誌』88号，前掲59，48—49頁。ちなみに，この日本園芸学会雑誌は発
起人には多くの巣鴨・駒込の植木商が名を連ねており，技術や市場の情報まで含めた業界誌という性格が当初は強
かった（豊島区立郷土資料館編『一粒入魂！―日本の農業をささえた種子屋　明治期から昭和10年代まで―
（2008年企画展図録）』，豊島区立郷土資料館，2008年， 8頁）。
67）	前掲59，49頁。
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とりわけ巣鴨は「菊見」というキクの花を見ながらの遊覧で知られるようになった。
　当代きっての趣味風流人である太田南
なんぽ
畝は文化 4 年10月に巣鴨の菊見をしている。
　巣鴨菊
丁卯の九月節遅くして菊の花いまだひらかず，十月六日白山本念寺なる母の基にまうでしかへるさ，
巣鴨五軒町の菊見にゆく。去年みし垣根の山茶花いかヾならんと間ふに，花すでに咲てかつちるも
あり。先植樹家権左衛門が園にいりて大菊をみる花壇四間計也。中菊もあり，花いまだ十分ならず。
その隣に文次郎といへるあり。門に風流菊船作といへる標をたつ。入てみれば船の形につくりなせ
り花藤色小輪也。それより市左衛門が園に入てみれば花又咲り。こゝには孔雀の羽をひろげたらん
やうにつくれる二本あり，花いまだ遅し。小路を出て巣鴨の大路に出左の方なる弥三郎が園に入り
てみる。去年みし西施白の花盛にして蝋石もてきざみたる如し。花の中は黄色にうるみたるやうに
みゆ。これは大村家より出し種にてもとは漢種なりとぞ。
　　　　［太田南畝『一日一言』68）安永元（1779）年～文政 3 年（1820）］
　上の史料から判明するのは，菊見とはいくつもの展示場のようになった場所を周遊・巡回することで，
その対象となるのは，キクで形づくった船や孔雀などの“ほんもの”に似せた展示であり，キクを単体
で鑑賞するものではないことである。これは「巣鴨作り」とか「形造り」といわれるもので，この地域
で編み出された庶民の気をひくためのディスプレーである。キクが植物のなかで非常に水持ちのいいと
いう特質を利用した工夫でもあった。いわば一種の菊の形造りのテーマパークであり，その見学の栞も
68）	太田南畝（1749～1823）は江戸後期の狂歌師・戯作者。別号蜀山人。幕臣でもあり，天明期狂歌の基礎をつくった。
『一日一言』は随筆集。前掲59，66頁。
図 7「造菊看群参」の順路図
（石塚重兵衛『豊芥子日記』，文化11（1814）年，に挿入の図による）
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数多く作られた。そこには「造り菊狂歌」が書かれ，巡覧する人々の興味を引こうとした
69）
。図 7 は石塚
重兵衛『豊芥子日記』に所収された「造菊看群参」の順路を記した略図である。さまざまな「形造り」
が新興園芸家によって催され，名称を見ただけでもその工夫を彷彿とさせる。
竜宮入　　　亀に乗てゆく竜宮にさるにても胆のつぶれた菊の手細工
富士の山　　一合二合目とよぶ富士の山つくりし菊の花のしろ酒
　しかもキク以外にも珍奇な外来の植物であるアダン，サボテン，アロエなど葉の特異なものを展示す
る庭園も存在した
70）
。まさに庶民の園芸植物園めぐりの様相であり，ある園で気に入ったものがあれば購
入することもできたと思われ，庭先での直売形態を兼ねたものであった。
　この順路図（図 7 ）をみて気づくことは，板橋宿へ向かう中山道の西側に圧倒的な植木職が分布して
いたことである。前述の狂歌の「竜宮入」を作った藤右衛門，「ふじ山」の半三郎しかりである。嘉永 7
（1854）年の尾張屋版「染井王子巣鴨辺絵図」には，巣鴨の街村の東側で中心部に近い部分が一橋殿下屋
敷，柳沢弾正少弼下屋敷ほか 5 つの大名・旗本の下屋敷として描かれ71），その背後には藤堂和泉守下屋
敷，それに隣接して御薬園72）が位置する。町屋は上仲組，上組として両側町になっているが，江戸の中
69）	前掲59，68—71頁。原本は『続日本随筆大成』別巻第10巻（近世風俗見聞集10），吉川弘文館，1983年，所収。
70）	前掲の太田南畝『一日一言』	には種樹家の中市左衛門を以下のように記述している。
中市左衛門が園には，和漢蛮産の草木を盆中に植置り。
　　琉球根樹　蛮名インアヤンスへーケポウム
　　漢産沈香　蛮名アルポルテライス
　　琉球産鬼見愁　和名アンジュ賂肝
　　杜松　ゼネイプル
　　　〔頭註〕「按，紅毛酒にゼネイフルといふ酒あり疑此物所製」
　　覇王樹　蛮名イロベロ　サチラサツホウ　さぼてん也
　　覇王蕉　蛮名アロエ　アダン
　　覇王鞭　蛮イポウ　ヱホウ
　　　叉麒麟角もあり，覇王鞭と別種なり哉，葉の色少し蒔き方にて大同小異なり。
　　覇王扇　和名石花角
　　　きりんかくに似て枝ぶり平たく，扇と名づけしもことはりなり。
　　琉球鹿茸蘭　和名フヨウラン
71）	これらの下屋敷はもとはすべて松本藩水野家の 4万2900坪を超える広大な下屋敷であったが，当主の水野隼人が殿
中で刃傷沙汰を起こして召し上げられものである。このように武家屋敷地は，詳細にみると，藩の石高の上下など
を指標にした盛衰よってもめまぐるしく変化する（豊島区史編纂委員会編『豊島区史　通史編一』，東京都豊島区，
1981年，440—441頁）。
72）	もとは藤堂家の抱屋敷で，明和 6（1769）年に幕府お抱え医師の渋江長伯の御預御薬園となった。巣鴨村から町屋
（上組，上中組）の部分だけは芝の増長寺の寺領となった（豊島区史編纂委員会編『豊島区史　資料編三』，東京都
豊島区，1979年，390—392頁）。なお，このような所領や家，道路，町の変遷を知る史料である『御府内場末沿革図
書』は，幕府が普請奉行に命じて，御府内（江戸市中）とその場末（末端部）を延宝期（1637～81）から幕末まで
地図と文章で記した貴重なものである（同上書，402頁）。
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心部に相対的に近い真性寺側の下中組は片側町である73）。この町屋がない片側が上記の士族屋敷となって
いるためである。この部分には鉄砲組与力の黒鍬組をはじめ，下級旗本，御家人らの小屋敷も混在して
いた。
　順路図のなかにある五軒町通，火之番町通り，いなりよこ町など，街村部分から奥にはいった巣鴨村
の領域にも広がっている。明治21（1888）年の「東京実測全図」をみると，植栽の地目が多く，植溜と
推定される土地利用に継承されている74）。つまり，その当時の市街地化の最前線で菊見は行われたのであ
り，その展示する主体は農民か，町屋に移ったもと農民であった。ただし，彼らは当然のことながら，
イベントプロデュースを行うだけの資力と園芸の特殊技術をもった先進的な人々であった。
　そのいっぽうで，したたかに将軍家に出入りした巣鴨の植木職が保阪家である。保阪家は菊人形の出
品者でもあるという世俗的な側面をもつが，その日記「万日記」には「寛政七卯年十一月十一代目四郎
左衛門御菊御用向被仰付，寛政八辰三月御天守台下ニて御菊仕立御場所二相成申候。同九月御休息御庭
え御植付二相成申候。寛政十一末年御仕立御場所替二付，三ノ丸え御植付仕立仕侯様被仰付候。文化四
卯年三月二日五十三間御本花段被仰られ候」と，寛政 7 （1795）年に11代将軍の徳川家斉に菊を納めた
ことが記されている。
　 3 月に菊を植えて， 9 月に改植しているから，菊苗を育てるまでの過程をすべて保阪家が担当してい
たと推定される。つまり，植木職人は単なる菊の世話だけでなく，その苗植えから，土作り，管理，開
花前の移植までを担当するため，長期の人的つながりが生まれる。
　次の文政 8（1825）年の請負見積書には，肥料や養生のための「鳥をとし糸・琉球穂葭・本塩ひご竹」
などの資材一切も含んだものであることを明記している。
文政八酉年十二月御本丸御菊御代銀御請負相成候間，書面差出し候写し
　　　　御請書
一　金百廿両也
右は未戌年より御苗分五十三間・四間半・十一間御花段井三丸寒肥共，拵方より五十三間御花段三
丸御控御菊其外御定は御苗不絶分御作り立御請切被仰付奉畏候。尤所々御庭え御菊御花の節御植付
御座候節は，出合御人足ニて御植付仕候間間合候得は奉畏候。右ニ付鳥をとし糸・琉球穂葭・本塩
ひご竹其外養道具迄差出し，御作り立念入仕候様奉畏候。以上。
　　　文政八酉十二月廿八日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植木屋　四郎左衛門
　　　　［保阪四郎左衛門「万日記」，万延元（1861）年］75）
73）	豊島区史編纂委員会編『豊島区史　地図編上』，東京都豊島区，1974年，56—57頁。
74）	豊島区史編纂委員会編『豊島区史　地図編下』，東京都豊島区，1974年，18—19頁。
75）	前掲59。
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（ 3）柳沢信鴻の園芸狂い
　ではこのような一介の植木職人がいかに江戸の支配階級と関係をもってきたかを，今度は逆に花木の
注文者である大名家側から見てみよう。彼らがいかに庭造りに腐心し，植木商との関係を常時保持して
きたかを，柳沢家の下屋敷であった駒込の六義園（現在の豊島区本駒込 6 丁目）を事例に考える。
　柳沢吉保の孫である柳沢信
のぶ
鴻
とき
（1724～92）が遺した私日記が『宴遊日記』である。これまで住んでい
た幸橋の上屋敷（千代田区内幸町，丸ノ内地区）から移って，公職を引退しのびのびと園芸と俳諧に集
中する。50歳で隠居してから62歳（1785）年に出家剃髪するまでの毎日の記録が『宴遊日記』全13巻で
ある。信鴻は江戸俳諧の雄で，著名な俳人・俳諧仲間との交流や園遊，読書，近郊への物見が日記の中
心となっている76）。ただし，1 日も欠かさずに記録し，かつ詳細をきわめた内容は「心覚のためのため主
な出来事を書き留めておくといった通常のそれでなく朝から晩までの 1 日中に，筆者本人の身辺に起こ
ったすべての出来事を細大漏らさずに「記録」するという態度」77）と解説されているように，特異なか
つ，行動を時系列に追跡できる貴重な史料でもある。
　詳しい史料分析は後稿に期したいが，ここでは，主な園芸に関わる動きを列挙する。
安 永 4 （1784）年 9 月 6 日　動坂花やの桂花大樹，晩方車にて引きよせ東の庭へ植，花や父子も来
植る78）
同 9 月 7 日　今日も表庭に植る，以下日々庭を造らしむ，下放此79）　
同 9 月15日　花屋権兵衛より伽羅木求め北庭へ植る80）
安永 5 年 2 月15日　六義館の庭の樹高く奥居間雨中には甚くらき故，清兵衛造り直す81）
　これらの史料はなじみの植木屋に 5 人のお伴ともに湯島天満宮（天神）に参詣した折に，女坂に近い
ところ茶屋で小菊を求め，これを土産としている
82）
最後の事例は菊栽培用の土自身を植木屋から貰って
いる。
同［筆者注：安永］10月 4 日　薪や吟八より旧年預けしあたみ菊花散故来る83）
同10月11日　七少前より菊見に出，伴小枝・穴沢・九里・木俣・溝口・梅原，庄八庭を見，その後，
彦根藩の行列を避けて「裏道より市左右衛門菊を見，八五郎わきより本道へ出，四郎左右衛門菊を
76）	秋山伸一「江戸の庭園管理と園芸書―植木屋の諸活動を通じて―」，竹内誠編『近世都市江戸の構造』，三省堂，
1977年，所収。
77）	服部幸雄「芸能記録（二）概説」，芸能史研究編『日本庶民文化史料集成　第13巻』，三一書房，1977年，所収の「宴
遊日記」。
78）	「宴遊日記」，巻 3下，芸能史研究編『日本庶民文化史料集成　第13巻』，三一書房，1977年，158頁。
79）	前掲78，159頁。
80）	前掲78，160頁。
81）	前掲78，190頁。
82）	前掲78，160頁。
83）	前掲78，164頁。
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見る，見物多し，「程なく王子街道へ出，薪や吟八へ行，椽に休み菊を見，茶・烟を弄し，暮頃帰
慮，巣鴨にて六地蔵の一ツの由，某とかやの寺を見る，予門前にて清兵衛か居を問ハしめ帰る，今
年菊華旧年よりあしく，庄八花壇一ツ作る，其余旧年に及ハす」84）　
安永 4 年 9 月12日　上野伴助より実生植菊土種貰う85）
　一連の信鴻と植木屋の行動がわかるのが次の 3 日間の事例である。
安永 5 （1785）年 1 月25日　「伊勢やに休むうち穴沢等に桃台買しめ植木を見めくり，今鶏冠，山藤
隣に転宅せし由聞たれハ行きて見」，その後，五条天神参詣のあと，梅棒木を買う86）。
　その翌26日には「不動坂の植木やにて梅棒木買ひ来たり居間小庭に植る」87）
　次の27日には「昨日旧年権兵衛に申付けし梅接樹五株持参，今日園中へ植る」88）
と， 3 日連続での記事が見られる。
　寺社参詣の途次になじみの植木屋で梅苗用の棒木（支柱）を注文購入するが，不動坂の植木屋がその
翌日に届け，次の日（27日）には昨年依頼しておいた梅の接ぎ木が搬入され，その支柱にそって植えら
れるという過程をとったと推定される。
　信鴻と近隣の植木屋について，これを不動坂など地名から推察するに，多くは六義園よりも南の地，
浅草寺，上野寛永寺などへの途次であり，駒込・千駄木，谷中・入谷地区の植木屋がなじみであったと
推定される。
　飛田範夫が整理した植木屋・花屋への訪問の表からは，本駒込 4 ，動坂（千駄木と駒込）28，千駄木
8 ，湯島13，根津 3 ，本郷 3 回，染井を含む駒込 3 ，巣鴨 4 となる。これらは前掲図 1 のＡ地区に当た
る。このほか浅草・上野方面としては，浅草17，上野 8 ，谷中 6 ，駒形 1 ，下谷・根岸 1 ，根岸 2 であ
る（図 1 のＢ地区）。このほかの地域では八丁堀（中央区） 2 ，麻布永坂 1 ，目黒 4 ，外神田・紺屋町
（千代田区） 2 ，その他 4 である89）。隅田川を越えた本所地区には一度しか訪問していない。つまり居住
地からの家臣をお伴とした 1 日日帰りとしては，ほぼ本郷台地に限定されていたといってよい。とりわ
け動坂（別名不動坂）は植木屋が集中していた地域である。そののち「花や植溜を見」（安永 7 年12月14
日）90），「動坂花屋植溜を見，谷中より又雨至暮少前帰廬」「動樹屋も木木犀樨取寄三申庵北庭へ植」（安永
8 年 1 月27日）91）など，樹屋＝植木屋で一時的に商品である植木を保管する植溜の見学をし，庭植用の木
本を購入している。動坂は28回も訪問記録のある最もなじみの場所であった。
84）	前掲78，165頁。
85）	前掲78，165頁。
86）	前掲78，188頁。
87）	前掲78，188頁。
88）	前掲78，188頁。
89）	飛田範夫「江戸の植木屋と花屋―柳沢信鴻『宴遊日記』より―」，長岡造形技術大学紀要 5，2004年，41—48頁。
90）	前掲78，384頁。
91）	前掲78，394頁。
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　安永 4 （1784）年 8 月 8 日の条では，「大沢辻に花や権兵衛鍬を負い田より帰るに逢ひ，前導田畝黍稷
乱植手して分け行，山王山にて権兵衛帰」92）あり，花や権兵衛が本駒込での水田・畑作にも従事していた
ことがわかる。また信鴻と出会ったあと，鍬を持ったまましばし同道するなど，身分を超えて親しい仲
であったことも推挙される。
　また史料中には多くの「預ける」という表現が見られる。
　「権兵衛に預けし熊野蘭，駿河蘭花を持つ故取り寄る」（安永 6 年 8 月13日の条）などがその例である。
　蘭は世話が難しい植物とされる。花をつけるまでには植木屋に預け，開花時期に自らの庭先に届けさ
せていたのである。一見すると花のレンタルであるが，実質，蘭は購入し，その開花時期にのみオーナ
ーの処に届けられるサービスである93）。
　また，庭からは季節に応じて，土筆，菌（キノコ），蕨（ワラビ）などを摘み，それを食するともに，
知人への贈答としても頻繁に利用されている。切った小菊は贈答用にもなる。
　秋山伸一はこれらの信鴻と近隣植木屋である権兵衛との関わりに関する史料から，1 ）注文した植木・
鉢植の納品， 2 ）権兵衛からの献上的な植木・鉢植の納品， 3 ）管理しきれない植木・花卉類の一時預
けとその納品， 4 ）植物に関するレファレンス， 5 ）その他の 5 種に分類している94）。
　このほか，筆者が見た史料からは，菊見などの見物，湯島天満宮，浅草寺，上野寛永寺などの寺社参
詣の途次でのなじみの植木屋の庭での休憩や品定めなどもあり，たいへん両者は日常的に近しい関係を
保っている。また，権兵衛，清兵衛など複数植木屋とのつきあいがあり，彼らは園芸用の土や接ぎ木用
の支柱など付随する用品や材料の調達・販売にも関わっていた。園芸用の土はとりわけ肥沃なものが要
求される。下肥や金肥を投入した土作りが前提となり，この搬入もここに出入りする植木屋の仕事であ
った可能性が高い。江戸の町の公共空間の清潔さには，資源，とりわけ食物の食べ残し，人糞尿などの
リサイクル95）とも相まって，大名下屋敷の維持を担った外部者が大きく貢献していることに注目したい。
5 ．19世紀江戸における園芸地域の分化
　以上，縷々と駒込・巣鴨地域で江戸中期以降幕末・明治前期にかけて行われてきた，世界にも類をみ
ない花き園芸の展開を，日記や紀行文，随筆，古地図などにもとづいて検討してきた。その結論を縮約
すると，将軍・大名・旗本など支配者・上層階層と江戸近郊の進取の気性と商業的知識に富んだ農民の
92）	前掲78，218頁。
93）	筆者はベトナム，ハノイ市街に隣接したホン川（紅河）の堤外地で，近郊農民がウメやキンカンを出作りし，テト
（旧正月）に合わせてオフィスや個人に届けられるシステムを2009年 9 月上旬に若干観察し聴き取った。これも苗木
を事前に顧客が現場に植栽されているのを見てまわり，品定めをして注文し，事業的園芸農家が旧正月の前まで育
成し，希望の鉢にいれて搬入する。顧客の家に置かれるのは約 1ヶ月である。近年，都市中間層の所得の上昇とと
もに，鉢植が大型化し，園芸農家にとっても大きな収入源となっている。ここにも密接な顧客と生産者の人的ネッ
トワークが形成されていることがわかる。
94）	前掲76，114—115頁。
95）	アラン・マクファーレン著・船曳健夫監訳，北川文美・工藤正子・山下淑美訳『イギリスと日本―マルサスの罠
から近代への跳躍―』，新曜社，2001年，153—177頁（原著は1997年）。
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一部は，単に花木を育成するのみならず，品種改良と普及，園芸書執筆や版元，花を中心とした遊覧行
楽地の創出，さまざまなイベントの開催なども行う総合プロデューサーになっていったことに尽きる96）。
ツツジ，サツキなどの木本から草本・鉢植えへの転換を伴い，武士から町人，中間層へ商売相手を変え
ていく過程でもあった。そこには「雅」と「粋」の園芸では律しきれない，多少のグロテスクさを備え
た庶民のエネルギーと器用さも感じる。この身分の違いも超えて，庭という “近接空間” を最大限に利
用したのが植木職の行動であった。江戸市中の周縁に形成された下屋敷やそれに連担する畑地帯は関東
ローム層の高燥な台地で展開した。そこには主要街道が中心部から放射状に伸びて，ひとで型市街地形
成がなされる。このような交通の至便な場所が花き園芸の革新を起こす場となった。
　上のような大きな流れを念頭に，詳しい分析は後稿に期すが，より細かい花き園芸の江戸後期・幕末
から明治前期の動きを簡単にスケッチしておきたい。その際に留意する点は，駒込，巣鴨，団子坂地域
内での花き園芸の分化（図 8 ）と，江戸市中やその周縁での新たな産地形成とその意義である。
　ここでは江戸後期に大衆化したキクを指標に園芸地域の分化を検討してみたい。前章まで見てきたよ
うに，植木職は造園に関わることが前提となっていたが，文化文政期以降は変化朝顔や斑
ふ
入り万
お
年
も
青
と
の
96）	塚本洋太郎は園芸を宮廷園芸，生産園芸，趣味園芸の 3つに区分するが（塚本洋太郎『園芸の時代』，日本放送出版
会，1978年，31—49頁）日本の江戸期には，このすべてが独自の形態で存在した。
図８　染井・巣鴨・団子坂の菊細工の地域区分
（平野恵『十九世紀日本の園芸文化―江戸と東京，植木屋の周辺―』，思文閣出版，2006年，より引用）
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奇品流行に刺激されて，鉢植えが流行し，それにいやが応でも関係することになった97）。これらの庶民の
園芸は，軒先や玄関など小さな空間に置いて楽しむもので，広い庭を必要としない。町人の狭小な屋敷
地に対応した園芸でもあった。
　平野恵は文化11（1814）年から明治16（1883）年の70年間の「菊細工番付一覧」のデータベースとし
て，通常はなかなか作成年代が同定できない，大量に作成し見学者に配布されたと推定される「菊細工
番付」58点を検討した。その結果，出展した植木屋の分布と関連づけてその刊行年代をかなり確率で狭
めて同定することに成功した。大流行した天保15・弘化元（1844）年が 7 点，弘化 2 （1845）年が22点
であり，合計の58点中29点と50％を占めていることが判明した98）。
　この労作の表をもとに，5 つの時期，すなわち，第 1 期：文化11（1814）年，第 2 期：天保15（1843），
第 3 期：弘化元（1844）年～嘉永 5 （1852）年，第 4 期：文久元（1861）～文久 2 （1862）年，第 5 期：
明治 3 （1870）年～明治16（1883）年に表を組み替えてみたのが表 2 である。表中の太字は時期ごとの
最多数を示す。
　花木が中心であった時期は花類よりも広大な植溜を必要とする。ただしこの表の始点は，すでに巣鴨
がキク産地として急成長した時期から始まることに注意したい。第 1 期には上駒込の染井では細工物の
出展が 1 つもない。ところが，第 2 期の天保15（1844）年という流行のピーク時には，むしろ染井は巣
鴨を凌駕することになる。また，この時期にはほとんどこれまで細工物を出展していなかった団子坂が
急に出現するのも特記できる。
　団子坂は千駄木村に属するが，本郷台地（武蔵野台地の最東端）から上野の不
しのばず
忍通りに東へ下る坂で
ある。別名が潮見坂といわれるように，明治前期まで沖積低地やその先の東京湾まで見えた場所でもあ
る。坂の上には森鴎外の書屋であった観潮楼が位置するなど本来，風光明媚な高台であった。北西の同
じ台地上には巣鴨・染井・駒込（伝中）が続き，そこからキクの供給も受けられる利点もあった。楠田
右平次は団子坂在住の菊細工の出品者で，歌舞伎を題材とした菊人形につながる菊細工を考案したこと
でも知られる。
　つまり，菊細工，菊人形はすでに興行的な色彩が強くなっており，園芸産地の郊外への移動という側
面よりも，興業の盛衰に左右される99）。文化 9（1812）年に巣鴨・染井で始まった菊細工物で多くの観衆
が集まったため，近在の他の地でも翌年には開催された。ただ，この時期には，「木戸銭を取りて之を観
するに非ず，単に園中に床几を出し置き，休憩するものをして任意の茶代を置かしむるに止まりたるの
97）	平野恵『十九世紀日本の園芸文化―江戸と京都，植木屋の周辺―』，思文閣出版，2006年，415—416頁。
98）	前掲97，	457—460頁。
99）	江戸・東京菊人形に関しては，文京ふるさと歴史館編『菊人形今昔―団子坂に花開いた秋の風物詩―』，文京区
教育委員会，2002年，や，川井ゆうの一連の研究（「花を衣裳になぞらえるということ―変化する菊人形の見立て
―」，日本研究（国際日本文化研究センター）11，1994年，『菊人形ガイドブック』，ふみづき舎，1999年，「菊人
形とフラワーショウ」，現代風俗研究 6，2000年，などを参照のこと。筆者も，「菊に寄せて」，千里地理通信（関西
大学地理学教室会報）第54号，2006年，1—2頁，で2006年まで開催された「枚方菊人形」について触れている。この
枚方の菊人形は，私鉄の乗客誘致の方策として，私鉄沿線の遊園地で行われた系譜に属する。開設の明治43（1910）
年の翌年からは，岐阜金津遊郭（柳ヶ瀬）の妓楼・浅野屋の初代， 2代目がはじめた浅野菊楽園が引き継いだ（同
上『菊人形今昔―団子坂に花開いた秋の風物詩―』，文京区教育委員会，2002年，32頁）。
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み，或は座敷を貸して席料を取りたるもありき」100）状況があった。同じ記事で，団子坂の菊人形は安政
3 （1856）年に始まるとするが，一時期衰微する。
　それが明治 7 （1873）年に再興する。表 2 の第 5 期において，団子坂からの出品が圧倒的に多いのと
対応する。その頃には木戸銭を徴収し，45軒の菊人形屋があった。種半，植総，梅梅，植重の 4 軒が老
舗である。「花壇菊自ら之を作れども，人形に用いる菊は，多く染井，巣鴨に於いて作らしむ」101）と，興
業中心の遊興地化したのが団子坂で，その材料の菊供給地が染井と巣鴨であった。平野の用語で言えば
「彼らが目指したものは植物を商品と見なす金儲け以外の何者でもなく」102），より都市に近い場所を指向
した。生産者と興業者の分離といってよい。このような植木屋を平野は「近郊農村型」に対して「都市
型」と命名している103）。
表 2　江戸後期・明治前期における菊細工出品者数の時期別・地域別分布
時期 計 巣鴨 染井 団子坂 不明 その他
第 1 期 104 104 0 0 0 0
第 2 期 186 97 77 3 9 0
第 3 期 1596 503 678 384 4 0
第 4 期 112 23 33 53 0 3
第 5 期 349 11 34 244 60 0
全期間の合計 2320 738 822 684 73 3
（平野恵『十九世紀日本の園芸文化―江戸と京都，植木屋の周辺―』，思文閣出版，2006年，の資料をもと
に，野間が編成替・集計した。）
　幕末に日本を訪れたイングランド北部出身のプラントハンターであるフォーチュンは『江戸と北京』
で次の様に形容している。「東から北のほうに眼を向けると，家並や寺や庭で埋まった広大な低地［下
町］が一面，はるか向こうの水平線までつづいているように思われた。四，五ヶ所に木造の橋が橋が架
かっていた大川［隅田川］は，その辺の町を貫流して，江戸湾に注ぐ。（中略）広漠たる市街を越して西
方に眼を移すと，その背後に一連の雑木山があり，その傾斜地は家や寺や樹木におおわれていた。」
　さらに「日本の首都，江戸の郊外には，商売用の植物を栽培している，大きな笛木園が幾つもある。
江戸の身分のある人びとは，すべての高度の文明人のように花を愛好するので，花の需要は極めて大き
い」104）と上層階級の園芸熱を驚きの眼でもって記述している。
　千駄木の団子坂では菊人形という中国でも見たことのない見世物に遭遇する。「加賀屋敷を過ぎると，
東の郊外に達した。そこから二，三マイルにわたって，道の両側の所々に家並のある，長い道がつづい
100）	「東京日日新聞」明治39（1906）年10月18日，前掲38，102—103頁。
101）	同上，103頁。
102）	前掲38，446頁。
103）	前掲38，415頁。
104）	ロバート・フォーチュン著，三宅馨訳『江戸と北京』，廣川書店，1969年，79—83頁。
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ている。この道を右に曲がって，日蔭のある小道を通り過ぎると，間もなくあこがれの団子坂の町に着
いた。（中略）この庭で一番珍しいものは，菊の花でつくった人形であった。数千の花を使って作られた
菊人形の美人が，微笑を浮べて，茶屋や休憩所から出て来る客をしばしば驚かせていた。評判の梅林が
庭内のいたる所にあり，小さな池や築山の島が，全体の眺めを引立てていた」。
表 3　東京における明治 9（1８7６）年の植木商の業態別地域別分布
地域 計 花園樹斎 庭師 替物師 鉢物師
地木・
鉢物師
梅屋敷 地木師 ばら その他
Ａ　巣鴨・駒込 32 9 5 12 2 2 2
Ｂ　入谷・根岸 19 1 3 3 2 1 4 1 4
Ｃ　向島・本所 18 2 3 1 2 4 1 5
Ｄ　芝・築地 7 1 6 1
Ｅ　四谷 15 4  1 7 1 1 1
Ｆ　赤坂・麻布 6 1 2 1 1 1
Ｇ　大久保・高田 10 3 7
Ｈ　横浜 5 1 2 2
計 112 9 13 21 8 25 5 20 6 8
（史料）「東花植木商名鏡」，1876年，より筆者分類・集計。
　最後に，明治初期の植木商の分化について考察する（表 3 ）。用いる史料は，明治 9 （1876）年 6 月の
「東花植木商名鏡」（横浜市中央図書館蔵）である。この史料は東京とその郊外の主要な植木商を網羅し
たものと思われる。その住所から分布のまとまりを検討する。この名簿にはのべ115人の植木商が掲載さ
れている。これは当時のすべてではないだろうが，少なくとも組合的な結合を持った有力な植木商とい
える。このうち，開港によって外国への需要が発生したと思われる横浜の業者が 5 人（横浜皆宜園／四
時皆宜園）入っているのは，両者の関係を推測させる105）。他は東京の業者であるが，その分布にはかな
りの偏在が認められる。第 2 章でに挙げた幕末の江戸の土地利用図にわかる範囲でその分布を落として
みると次のクラスターが認められる。さらにこの史料は業種によって13に分類されている。その内訳は
「花園樹斎」は 9 人，「庭師」13人，「替物師」21人，「樹斎」 1 人，「鉢物師」 8 人，「地木・鉢物師」25
105）	横浜の野毛にある四時皆宜園（しじかいぎえん）の川本友吉は愛知県出身で，野毛の花やしきにメーズ（迷路）を
つくり，娯楽遊興施設とした。ほかに石川町四丁目の岩月小三郎，山元町の須田定次郎，高橋源藏，飯島秋三郎の
名前があがっている。このうち，明治23（1890）年から横浜植木商会が活動を始めたが，ここに飯島・川本・須田
が関わる。この輸出商社は日本で最初の植物輸出業者で，巣鴨・駒込の有力植木商も設立に関わっている。この商
社はユリ球根の輸出で一時代を築いた。日本の植木商が花木中心であったのに対して，外国の需要を見込める華麗
なユリ（南西諸島のテッポウユリがその太宗で，ほかに，九州西部のカノコユリやスカシユリなど）の球根をアメ
リカ合衆国を相手に輸出した。明治30年代には神奈川県久良岐郡屏風ケ浦村磯子に花菖蒲園を開設し，プラントハ
ンターとよばれる人たちとの協力を得てメキシコから蘭を輸入するなどの先駆的な試みも行った。のちには横浜近
郊や富山・新潟県で栽培したチューリップ球根の輸出も手がける（横浜開港資料館，横浜植木ホームページ参照）。
なお，ユリの球根輸出と栽培化に関しては，野間晴雄，前掲52を参照のこと。
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人，梅屋敷 5 人，「万年青師・地木師」 2 人，「さぼてん」 3 人，「地木師」20人，「上り根松」 1 人，「石
昌」 1 人「ばら」 6 人となる。表 3 ではこれらのうち，少数業種を統合して 9 種に分類した。
　「地木」とは主として花木を扱う植木商で，「鉢物師」は菊などの草本を鉢植えしたものや，盆栽を扱
う業者と推定される。「替物師」とは植木の植え替えをもっぱら行う業者であろう。「樹斎」とは向島白
髭梅花園の佐原平平， 3 代目佐原鞠
きくう
塢や横浜の四時皆宜園の川本友吉が含まれることから，遊興的な要
素を持った花屋敷と推定される。浅草奥山の森田六三郎は千駄木の植木商であるが，浅草寺の門前に1853
（嘉永 6 ）年に牡丹と菊細工を主とした植物園を開館した。その後ここの経営者は変遷しているが，戦前
には動物園なども併設した。レトロな日本最古の遊園地として現在も営業する浅草花屋敷の前身でもあ
る。ただ，「梅屋敷」は別途立項されているので，いろいろな草花を中心とした庶民のための遊園地とい
ってよい。「地木鉢物師」は鉢物も花木も扱う植木師であろう。「さぼてん」，「上り根松」，「石昌」（ショ
ウブに似たサトイモ科の草本）など，特別の商品を扱う範疇も存在することにも注目したい。もちろん
これらの施設は入場料を徴収するが，園内での飲食も大きな楽しみであった。江戸期は茶人，俳人らの
集会の場や大奥の女中らの憩いの場として利用され，向島白髭花園ではブランコが唯一の遊具だった。
　日本橋から出発した中山道が本郷台の台地上には，白山，巣鴨と街村状の街なみが連続する。ここが
表 3 の A 巣鴨・駒込・千駄木地区である。『新編武蔵風土記』では，上駒込・下駒込の 2 村にわかれて
記載されている。駒込村の項には「此辺は薄土なれば樹木に宜く，穀物に宜からず，ただ茄子土地に宜
しきを以，世にも駒込茄子と称す，又，庭樹及盆栽等の草花本を作りて，産業とするもの多し」「駒込辺
より産する物美味なり，其内形殊に大にして，他品に異なるあり，夫等を駒込土物店といへる市場に持
出てひさげり，されば駒込茄子と称して賞味せり」とあるように，近郊野菜産地でもあった。
　いちばん北にある染井は当初は駒込村の枝郷であったがのちに小名となる。さらに百姓町屋が正徳 3
図 9　現代の菊坂の軒先での庶民花き園芸（東京都文京区）
（2010年 1 月筆者撮影）
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（1713）年以降，元文期を中心に認められ，町奉行支配地となった町が多い。つまり江戸期の都市化最前
線であり，郊外との縁辺部であった。駒込浅嘉町は土物店として，ダイコン・ゴボウなど根菜類の産地
で府内三大青物市の一つが設けられたことはその証左である。
　この地区の特色をフォーチュンは「植木屋には，寒気に弱い植物を保護栽培するための温室はまだで
きていなかった。その代り棚のある小屋を用意するのが常で，寒い冬の間，弱い植物を保護するために，
みんないっしょくたに詰め込んでいる。そこでサボテンやアロエのような南米の植物を注目した。それ
らはまだシナでは知られていないのに，日本へは来ていたのである。実際それは有利な識見による日本
人の進取の気質をあらわしている。かわいらしいフクシャの種類があったが，また別の外来種も目につ
いた」と記している。盆栽については，マツ，ネズ，アスナロ，タケ，サクラ，ウメなどが用いられ，
「ある園で，深緑色の葉をつけたカシのいろいろな種類を検分した。それらは美しい方形の磁器の鉢に植
えられ，おのおのの鉢には，メノウや水晶の小片や，別の珍らしい石を敷いたりして，多くは有名な富
士山―日本の無比の山―をかたどっている。これらの小さな盆栽むしろはすべて，その上に筵をひ
ろげて強い光線をさえぎり，ひどい風から保護されていた。この庭ではカシについて述べたほかは何も
見なかった。だが，このほかにも数百種あるに違いない。美しい南京製の磁器の角鉢に，深緑色の観食
用の葉が重なり，奇妙な形をした色とりどりの小石などは，日頃見なれないので斬新で，いちじるしく
印象的であった」。
　表 3 ではＢの入谷・根岸，Ｃの向島・本所の植木職がこのＡについで数が多いが，もうひとつ顕著な
のは，さまざまな業態に分化していることである。下町の庶民の遊興地として浅草や上野の門前に出店
された鉢植え朝顔，万年青などの草本が中心であった。隅田川以東に江戸期にすでに下屋敷が建設され，
江戸近郊の水辺空間として遊興の地になりつつあった。そこに文化 2 （1805）年に佐原鞠
きくう
塢によって創
設された向島百花園は，石を使わない庶民的な庭で，万葉集ゆかりの植物，諸国の名所の名花名草を取
り寄せて植え込み，自然のままの姿に全園を造成していった106）。換言すれば，大名屋敷的な空間を町人・
文人向けに提供するものであった。ここが化政期の文人たちのサロンともなるとともに，庶民の行楽拠
点ともなった。
　雑多な草本類を混植する点で，百花園は19世紀に英国で流行したイングリッシュガーデンと類似する。
イングリッシュガーデンに見られる個人主義，実用主義ともいえる食用のハーブ類がないなど明確な違
いがある。イギリスからみれば亜熱帯的な日本の湿潤モンスーン気候のもとで， 1 年生の草本を雑草の
繁茂から守りながら維持することがいかに大へんであったか，水辺の植物はその点では，比較的雑草が
少ない有利な植物群であった。この「水辺の花園」は江戸の市街地が拡大・発展するにつれて獲得され
ていった，もうひとつの審美観を表象するものといえる。
　狭い住居のわずかの空間も草本の園芸植物で充てんしようとする庶民の意識やその実践は、現在の東
京でも失われていない。本郷 4 ・ 5 丁目から西片町へ下る坂は，明治 2 （1869）年に本郷菊坂町と名付
けられた細い道である。図 9 はここで撮影した2010年 1 月の写真である。このあたりは東京大空襲や関
106）	小島惟孝「向島百花園の系譜」（向島百花園サービスセンター・内田博之編『江戸の花屋敷―百花園学入門―』，
財団法人東京都公園協会，2008年，40—44頁）。
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東大震災のときにも被害にあまりあわずに民家が残った地域である。坂という台地と谷の境界の場で今
も庶民の園芸文化が息づいている江戸・東京の園芸文化の地理的慣性を認めざるを得ない。
［付記］
　本稿は2009年 8 月下旬に京都大学文学研究科を主たる会場にして開催された国際歴史地理学会
（International Conference of Historical Geography ＝ ICHG）でポスター発表した内容を成稿したもの
である。当日会場での有意義な助言と議論を投げかけていただいた諸氏に感謝する。英文要旨はプロシ
ーディングに収録予定である。
　この学会は国際地理学会議（IGC）とは異なり，イギリスの歴史地理研究者，あるいは大英帝国をフ
ィールドにし，彼地でしかるべきポストに就いている集団がコアメンバーになっている。冷涼で植生の
貧弱な本国の花・植物ゆえ，オリエント，温暖な世界の他地域の美しい花への渇望が，アングロサクソ
ンの進取の気性が産み出したプラントハンター，プラントコレクターという一群の人々によって実現さ
れた。幕末に来日したプラントハンターのロバート・フォーチュンは庶民にまで普及している園芸熱を
賞賛しているが，その奥深い園芸文化の生産者・担い手である植木屋・庭師に接触して自らの本務であ
る植物収集を果たそうとしたのは，百戦錬磨のフィールド派ならではの慧眼である。

